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(4) 「指導と評価の一体化」の実現に向けたポイント 

ア ワークシートと評価 

(ｱ) 例１ 

 
図２ 例１のワークシート 

 

例１のワークシートの評価 

思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

自分のラベル 

について 

改善点 

などの記入 

商品ラベル 

について 
振り返り 

ＷＳ① ＷＳ② ＷＳ④元 ＷＳ④改 協働的 主体的 

Ｂ Ｂ Ａ Ｃ Ｂ Ｂ 

伝えようとする様

子は見られるため

Ｂとした。 

改善をしようと

する様子が見ら

れるためＢとし

た。 

構成や色をぬ

るなど、創意

工夫した様子

が十分に見ら

れるためＡと

した。 

今日の時点

での改善は

みられなか

った。 

自分のラベルに

対しての振り返

りが見られるた

めＢとした。班

員からの改善意

見がなかったの

で、特になしと

記入している。 

校内の梅を参

考にラベルを

考えているた

め 、 Ｂ と し

た。 
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(ｲ) 例２ 

 

図３ 例２のワークシート 

 

例２のワークシートの評価 

思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

自分のラベル 

について 

改善点 

などの記入 

商品ラベル 

について 
振り返り 

ＷＳ① ＷＳ② ＷＳ④元 ＷＳ④改 協働的 主体的 

Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ａ 

相手に分かりや

すく、意味など

を伝えようとす

る文章になって

いるためＡとし

た。 

①と同じ内容

が書かれてい

るが、図の欄

に改善案が示

されているた

めＢとした。 

アプリを利用

しているが、

創意工夫した

様子が十分に

見られるため

Ａとした。 

元ラベルの成

度が高い。枠

線のみの変更

であったが、

改善しようと

する様子が見

られるためＢ

とした。 

ラベルを作

成するにあ

たり、創意

工夫をする

様子が十分

に見られる

ためＡとし

た。 

自分のイメー

ジするラベル

を作成するた

めの工夫を行

い、実践して

いるため、Ａ

とした。 
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(ｳ) 例３ 

 

図４ 例３のワークシート 

 

例３のワークシートの評価 

思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

自分のラベル 

について 

改善点 

などの記入 

商品ラベル 

について 
振り返り 

ＷＳ① ＷＳ② ＷＳ④元 ＷＳ④改 協働的 主体的 

Ｃ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ｂ 

ラベルの図案と

文章が合致して

おらず、文章が

整理されていな

い た めＣ と し

た。 

具体策の記入

は な い も の

の、改善する

様子が見られ

るためＢとし

た。 

相手に受け入

れられる図案

ではないため

Ｃとした。班

員からの改善

を促す指摘が

ない。 

元の図面から

相手に伝わる

ように改善し

ている様子が

見られ、創意

工夫しようと

する様子が十

分に見られる

た め Ａ と し

た。 

規準と合致し

ていないが、

ＷＳ④での自

身の反省を踏

まえ、自ら改

善している様

子が見られる

た め Ｂ と し

た。 

班員からの

具体的なア

ドバイスは

な か っ た

が、過去の

経験などを

生かし、改

善する様子

が見られる

ためＢとし

た。 
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(ｴ) 例４ 

 
図５ 例４のワークシート 

 

例４のワークシートの評価 

思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

自分のラベル 

について 

改善点 

などの記入 

商品ラベル 

について 
振り返り 

ＷＳ① ＷＳ② ＷＳ④元 ＷＳ④改 協働的 主体的 

－ Ｂ Ｃ Ｃ Ｂ Ｃ 

欠席のため記入

なし 

意見を聞き、改

善に向けた解決

策を記述してい

る た め Ｂ と し

た。 

決められた項

目を入れた図

案 で は あ る

が、伝えよう

とする様子が

見られないた

めＣとした。 

キャラクター

が著作権侵害

にあたること

を 注 意 し た

が、変更され

な か っ た た

め 、 Ｃ と し

た。 

班 員 の 意 見

を 参 考 に 改

善 し よ う と

す る 意 欲 が

見 ら れ る た

め Ｂ と し

た。 

ＷＳ④にある

ように著作権

侵害にあたる

かもしれない

ことを指摘し

て も 変 更 せ

ず、技能や知

識を活用した

と認められな

いため、Ｃと

した。 
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イ 評価の分布 

   

 図６ 評価の分布 

  〇評価の分析 

主体的に学習に取り組む態度の評価は、授業を通して生徒が新たな考えに気が付いたり、理解を深め

るにつれて学習に取り組む様子がより良く変容したりしたかを評価しようと考えていたので、Ｃの評価

はないという想定でいたが、実際はＣの評価(13.8％)を一定数つけることになったのは、残念だった。

返却時に個別はもちろん全体に、ラベルのデザインにおけるモラルや著作権の侵害などについて、もう

少し時間をかけて丁寧に指導すべきだと感じた。しかし、主体的に学習に取り組む態度はＡもしくはＢ

の評価(86.2％)だったので、おおむね満足している。 

ワークシートの①から②、④元の図と④改善の図の項目においても、改善がみられ、評価が良くなっ

た生徒が多くなったことがグラフからも見られる。生徒には何度か考え直したり、アドバイスを受けた

りする機会があることで、より良いものにすることができたと考えられる。 

 

(5) 授業の結果からの課題等 

  ◯改善意見の指示 

班員からの改善意見がない場合でも、提出されたラベルの完成度が高い場合、生徒にさらに良くする

ための指示を出す必要がある。具体的な手立てとしては、インターネットなどから参考となる画像を探

すように指示する。これにより、生徒はデザインや内容をより充実させるためのアイデアを得られより

良いラベルの工夫へと進み、個別最適な学びへとつながると考える。 

◯主体的に学習に取り組む態度の評価 

生徒の主体的に学習に取り組む態度については、ワークシートの内容だけでなく、それまでの授業の

取組状況も考慮して評価することにした。また、発言が積極的な生徒だけを主体的に取り組んでいると

評価するのではなく、個人で真面目に粘り強く取り組む生徒も評価できる場面を想定したルーブリック

になるよう工夫した。評価の理由や根拠を生徒に説明できるよう、記録や理由を記録する必要がある。 

◯振り返り設問の修正 

振り返りの設問について、「今回の授業」とした場合、ラベル作成の段階から振り返ることになって

しまった。そのため、「今日の授業」と設問を修正し、振り返らせたい内容について生徒が記述できる

ようにすべきであった。 

◯目標設定と改善点の明示 

生徒には「何ができるようになったのか」「何ができなくて、どうすればできるようになるのか」を

明確に記述させる。具体的な目標や改善点が明示されることで、生徒は自己評価や成長のための具体的

な手段を見つけることができる。 

◯学習内容の明確化と展開 

生徒に身に付けさせたい力を明確化し、それに基づいて授業の展開を考えたい。生徒自身が学んだこ

とをラベルに反映できるような授業展開を他の授業でも計画していく必要があると感じた。 

 

0 5 10 15 20 25 30 35

ＷＳ①

ＷＳ②

ＷＳ④元

ＷＳ④改

協働

主体

梅ラベルの作成 評価の分布

Ａ Ｂ Ｃ
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本年度研究テーマを「単元ごとのより良い観点別学習状況の評価の研究と定着」として、単元の評価規

準などを明確にし、より適切な評価に関する方法を考え、実践した。指導に生かす評価の実施やルーブリ

ックシートの活用などを踏まえ、より評価規準を明確にして取り組んできたが、こちらの想定していなか

った生徒の反応があったり、記述内容にズレがあったり、学習指導案の通りには授業は進まないことを感

じた。そのためその都度柔軟に評価基準やワークシートの文言を見直し、よりよい授業づくりに励んでい

かなければならないと感じた。研究推進委員のメンバーで様々な角度から検討を重ねた授業計画を作成で

きたことで、とても有意義な教育実践にすることができたと考えている。 
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工 業 

１ 研究のテーマ 

(1) 研究テーマ

工業教育における組織的な授業改善の推進～「指導と評価の一体化」の実現に向けた教育実践～

(2) 研究のねらい

本研究では、工業教育における組織的な授業改善の推進について、学習指導要領の実施を踏ま

えた主体的・対話的で深い学びの実現に向け、単元の指導計画及び評価方法等について検討し、

より効果的な学習過程の実践につなげることをねらいとする。 

２ 実践事例 

【事例１】 

(1) 単元の指導と評価の計画

ア 科目名：「実習」

イ 単元名： 機器分析

ウ 単元の目標（ねらい）（身に付けさせたい力）：

(ｱ) 機器分析の基礎的・基本的な知識や特徴を理解し、関連する技術を身に付ける。

(ｲ) 化学に関する技術に着目して、元素や分子の性質や化学反応に関連する先端的技術の課題を見い

だし解決策を考え、科学的な根拠に基づき結果を検証し改善する。

(ｳ) 機器分析について自ら学び、工業の発展に主体的かつ協働的に取り組む。

エ 単元の評価規準

オ 単元の指導と評価の計画 ○「記録に残す評価」 ●「指導に生かす評価」

次 時 学習活動 知 思 態 評価方法 

１
１
～
４

【実習：KMnO4溶液の定量】(分光光度計) 

・今回の実習の目的を確認する

・標準溶液の意味を理解し、適切に作業を行う

・分光光度計について理解し、適切に作業を行う

・報告書にまとめ、結果について考察する

〇 〇 〇 
行動観察 

レポート提出

２
５
～
８

【実習：イオンクロマトグラフ(ＧＣ)によるスポーツドリンク中の塩化物

イオンの分析】(イオンクロマトグラフ)

・今回の実習の目的を確認する

・イオンクロマトグラフを理解し、適切に作業を行う

・検量線について理解し、適切に作業を行う

・報告書にまとめ、結果について考察する

〇 〇 〇 
行動観察 

レポート提出

３
９
～
12

【実習：アルコール類の定性分析】(ガスクロマトグラフィー１) 

・今回の実習の目的・内容を確認する

・ガスクロマトグラフィーを理解し、適切に作業を行う

・検量線について理解し、適切に作業を行う

・報告書にまとめ、結果について考察する

〇 〇 〇 
行動観察 

レポート提出

４
13
～
16

【実習：酒類中のエタノールの定量分析】(ガスクロマトグラフィー２) 

・今回の実習の目的・内容を確認する

・ガスクロマトグラフィーを理解し、適切に作業を行う

・検量線について理解し、適切に作業を行う

・報告書にまとめ、結果について考察する

〇 〇 〇 
行動観察 

レポート提出

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

機器分析の基本や特徴の学びを

踏まえて理解するとともに，機

器分析の装置を安全かつ適切に

扱う技術を身に付けている。 

化学に関する技術に着目して、元

素や分子の性質や化学反応に関連

する先端的技術の課題を見いだし

解決策を考え、科学的な根拠に基

づき結果を検証し改善している。 

機器分析について自ら学び、工業

の発展に主体的かつ協働的に取り

組もうとしている。 
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５ 

17
～
20 

【実習：原子吸光分析】(原子吸光分析) 

・今回の実習の目的・内容を確認する 

・原子吸光分析の原理、操作方法について理解し、適切に作業を行う 

・報告書にまとめ、結果について考察する 

〇 〇 〇 
行動観察 

レポート提出 

カ 授業実践例 (１～４時間目 ９～12／20時間) 

【a】知識・技術 【b】思考・判断・表現 【c】主体的に学習に取り組む態度 

配分 学習活動(指導上の留意点(●)を含む) 評価の観点及び評価方法 

導入 

５分 
〇点呼、班と担当者、身だしなみ、持ち物を確認する。 

〇Google フォームで評価規準

を配信し提示する 

展開１ 

50分 

① 実習テーマの確認。 

〇実験１アルコール類の定性分析と実験２酒類中のエタノー

ル定量分析のテキスト内容を確認する。 

〇Google フォームで配信された評価規準を再確認する。 

② 混合試料のクロマトグラム 

〇マイクロシリンジでアルコール混合試料５μLをとり、ガス

クロマトグラフに注入し、得られたクロマトグラムからそ

れぞれの保持時間を記録する。 

③ 標準品(純物質)のクロマトグラム 

〇メタノール５μLについて同一条件でガスクロマトグラフに

注入し、得られたクロマトグラムからメタノールの保持時

間を記録する。 

●マイクロシリンジの使い方をきめ細かく説明し、２校時以

降は共同実験者と相談しながら実習を行うことを確認させ

る。 

〇エタノール、蒸留水についても同様の操作を繰り返す。 

④ 混合成分の同定 

〇混合試料と標準品の保持時間を比較することにより、混合

成分を同定する。 

 

【ｃ】 

〇行動観察 

・協働的に取り組む。 

 

展開２ 

55分 

 

⑤ 標準溶液の調製(ＳＴＤ調整) 

〇エタノールで標準溶液を調整する。 

(５,10,15,20mL/50mLメスフラスコ) 

●メスアップの基礎的・基本的な事項を再度確認させる。 

●調整した濃度について調整範囲の意味や体積比を考えさせ

る。 

 

〇体積比で(10％)、(20％)、(30％)、(40％)と４本調整し、

以下の設定・条件を記入したラベルを貼る。 

●ラベルの必要性を確認させる。 

⑥ サンプル(未知試料)の調製 

〇サンプルは試験管を共洗いした後に分注し、以下の設定・

条件を記入したラベルを貼る。 

●機器分析を行う上で、必要なサンプル溶液の純度を考えさ

せる。 

【ｃ】 

〇行動観察 

・協働的に取り組む。 

【ａ】 

〇行動観察 

・メスアップを適切に行うこ

とができる。 

〇メニスカスを読むことがで

きる。 

【ａ】 

〇ラベルの作成 

・指定された形で記入、配付

できる。 

 

【ａ】 

〇ラベルの作成 

・指定された形で記入、配付

できる。 

 

 

 

 

 

 

ＳＴＤ名          

ＳＴＤ濃度         

作成者名          

    年  月  日 

 

サンプル名         

サンプリング者名      

   年  月  日 

 

161



14 工業 3 / 9 

 

 

 

 

 

展開３ 

55分 

⑦ 検量線の作成 

〇操作Ⅰで調整したＳＴＤについてマイクロシリンジを用い

てガスクロマトグラフに注入し、各濃度のピークを求め

る。 

●ＰＣ操作やマイクロシリンジの使用方法や注意点を確認さ

せる。 

●アセトンで洗浄する必要性を確認させる。 

 

 

【ａ】 

〇マイクロシリンジ操作 

・マイクロシリンジを適切に

扱うことができる。 

〇ＰＣ操作 

・説明どおりにＰＣ操作を行

うことができる。 

 

⑧ サンプル(未知試料)の測定 

〇サンプルを操作Ⅲと同様にガスクロマトグラフに注入し、

ピークを求める。 

●生徒同士で考えながら分析するよう促す。また、生徒間で

協議し、課題解決するように促す。 

 

⑨ 結果のまとめ検量線の作成 

〇各班のデータを一つの表にまとめる。 

●各種数値の意味を確認させ適切に表をまとめられるよう促

す。 

〇検量線の作成  

●検量線の書き方を確認し、方眼紙にプロットを打って一次

関数を完成させる。 

 

 

【ｃ】 

〇行動観察 

・協働的に取り組む。 

 

 

 

【ｂ】 

〇行動観察・レポート 

・検量線を作成し、サンプル

濃度を読み取ることができ

る。 

展開４ 

45分 

まとめ 

10分 

〇レポートの表紙配付、内容、提出期限確認 

〇自己評価、感想の回答 

【ｃ】 

〇Google フォームで振り返り 

研究実施校：神奈川県立商工高等学校(全日制) 

実 施 日：令和６年10月７日(月曜) 

授業担当者：大谷 真理子 教諭 
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＜生徒に提示する評価基準(ルーブリック)＞ 

 ラベル【ａ】 溶液の調整【ａ】 
ＧＣの使い方

【ａ】 
検量線【ｂ】 協調性【ｃ】 

(Ａ) 

調製したエタノー

ルの標準溶液(ＳＴ

Ｄ)や未知試料の名

称、濃度、日付及

び調製者名を正し

く記入している。 

安全ピペッターや

ピペット、その他

ガラス器具の使用

方法等を正しく使

用 し 、 正 確 に 希

釈、調製できる。 

ＧＣ基本構成を理

解し、ＰＣ操作や

マイクロシリンジ

を正確に使用でき

る。 

実験値をまとめて

縦 横 軸 や 目 盛 り

線、タイトルや単

位及びプロットを

正しく記入し検量

線を作成できる。 

機器分析について

自ら学び、主体的

かつ協働的に取り

組 む こ と が で き

る。 

(Ｂ) 

調製したエタノー

ル、未知試料の名

称及び濃度を記入

している。 

安全ピペッターや

ピペット、その他

ガラス器具の使用

方法等を理解し使

用している。 

ＰＣ操作やマイク

ロシリンジを使用

できる。 

実験値をまとめて

検量線を作成でき

る。 

機器分析について

自ら学び、主体的

かつ協働的に取り

組 も う と し て い

る。 

(Ｃ) 

ラベルの重要性を

理解せず、憶測で

記入している。 

安全ピペッターや

ピペット、その他

ガラス器具の使用

方法を理解せず調

製できない。 

ＧＣ基本構成やＰ

Ｃ操作やマイクロ

シリンジの使用方

法が理解できず扱

えない。 

実験値を方眼紙の

目盛りに適切にプ

ロットできない。 

機器分析について

自 ら 学 ぼ う と せ

ず、主体的かつ協

働的に取り組もう

としない。 

 

 

＜生徒に配信したGoogle フォーム(振り返りアンケート)＞ 
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＜実際の生徒のGoogle フォーム回答(振り返りアンケート)＞ 

 ラベル【ａ】 
溶液の調整

【ａ】 

ＧＣの使い方

【ａ】 
検量線【ｂ】 協調性【ｃ】 

生

徒

１ 

１．正しく記入

できた。(名称、

濃度、日付や調

製者名を記入) 

１．安全ピペッ

ターやピペット

やガラス器具を

正しく使用し、

正確に調製でき

た。 

２．ＰＣ操作や

マイクロシリン

ジを正しく使用

できた。 

１．タイトルや

目盛り、単位を

忘れず正しく検

量線を作成でき

た。 

１．自ら学び、

主体的かつ働的

に取り組むこと

ができた。 

生

徒

２ 

１．正しく記入

できた。(名称、

濃度、日付や調

製者名を記入) 

１．安全ピペッ

ターやピペット

やガラス器具を

正しく使用し、

正確に調製でき

た。 

２．ＰＣ操作や

マイクロシリン

ジを正しく使用

できた。 

１．タイトルや

目盛り、単位を

忘れず正しく検

量線を作成でき

た。 

２．自ら学び、

協働的かつり組

もうとした。 

生

徒

３ 

１．正しく記入

できた。(名称、

濃度、日付や調

製者名を記入) 

１．安全ピペッ

ターやピペット

やガラス器具を

正しく使用し、

正確に調製でき

た。 

１．ガスクロマ

トグラフィーを

理解して、マイ

クロシリンジを

正しく使用でき

た。 

３．検量線を作

成 で き な か っ

た。(書き方が分

からなかった) 

１．自ら学び、

主体的かつ働的

に取り組むこと

ができた。 

生

徒

４ 

１．正しく記入

できた。(名称、

濃度、日付や調

製者名を記入) 

１．安全ピペッ

ターやピペット

やガラス器具を

正しく使用し、

正確に調製でき

た。 

２．ＰＣ操作や

マイクロシリン

ジを正しく使用

できた。 

１．タイトルや

目盛り、単位を

忘れず正しく検

量線を作成でき

た。 

１．自ら学び、

主体的かつ働的

に取り組むこと

ができた。 

生

徒

５ 

１．正しく記入

できた。(名称、

濃度、日付や調

製者名を記入) 

１．安全ピペッ

ターやピペット

やガラス器具を

正しく使用し、

正確に調製でき

た。 

１．ガスクロマ

トグラフィーを

理解して、マイ

クロシリンジを

正しく使用でき

た。 

３．検量線を作

成 で き な か っ

た。(書き方が分

からなかった) 

２．自ら学び、

協働的に取り組

もうとした。 

生

徒

６ 

１．正しく記入

できた。(名称、

濃度、日付や調

製者名を記入) 

１．安全ピペッ

ターやピペット

やガラス器具を

正しく使用し、

正確に調製でき

た。 

２．ＰＣ操作や

マイクロシリン

ジを正しく使用

できた。 

１．タイトルや

目盛り、単位を

忘れず正しく検

量線を作成でき

た。 

１．自ら学び、

主体的かつ協働

的に取り組むこ

とができた。 

 

(2)「指導と評価の一体化」の実現に向けたポイント 

ガスクロマトグラフィー実習は、化学の理解を深めるだけではなく実際の科学研究や産業において非常

に役立つ内容である。具体的には、化学物質の分離・分析方法を学ぶことで、食品の品質管理、環境汚染

の調査、薬品の開発など、さまざまな分野での応用につながるものである。 

実習を通じて、実際の機器を操作しデータを解析するスキルも身に付き、科学的な思考力や問題解決能

力も高まる。理論だけでなく、現場で使える実践的な知識や技術を習得することができる。 

今回は市販されているアルコールなど、濃度や性質についてどのように分析されているか学習させた。

化学の基礎的知識や技術を利用し分析、結果について考察する構成であるため、Google フォームにより

評価のポイントをより具体的に提示し、到達度を設定した。これにより、化学実習は難しいという概念を

取り払い、達成感を得ることで、主体的に学ぶ意欲を引き出し協働的な学びへつながると考える。実習は

２人の共同作業を主におき、助け合うことで生徒同士が評価し生徒間で課題解決を行えると言える。 

検量線法で方眼紙にグラフ化する作業は一次関数のため、個人の理解度の差がそのまま方眼紙へ表現

されグラフの完成度に差が出やすい。今後の課題である。 
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ったことである。経営改善案において、当期純利益を増やすためには、給料や水道光熱費等の費用を減

らすという案が多く、収益を増やす、売上を伸ばすという意見がほとんど挙げられていなかった。給料

の減額や、人員削減がどのような影響を与えるのかという経営者としての資質を養っていく必要がある

ことと併せて、いかに収益を増やすかがビジネスにおいて根本的な考え方であることを養っていく必要

がある。」(神奈川県立総合教育センター 2023)とまとめた。令和５年度までは自己調整について、

「学習の進め方についての自己調整」という面でしか考えられていなかったが、研究を進めていく中で、

教科等の本質である見方・考え方を意識して単元の学習を進めていく重要性に気付くことができた。 

そこで、今年度は生徒が「学習の進め方についての自己調整」だけではなく、「見方・考え方を踏ま

えた自己調整」まで意識していけることを目指して研究を進めていくこととした。 

研究仮説 

生徒が自己調整(学習の進め方への自己調整、及び見方・考え方を踏まえた自己調整)していける

ようになるためには、メタ認知しやすい振り返りシートを開発するとともに、学習活動の主導権を

生徒に与えていく必要があるのではないか。 

 

イ 指導のポイント 

(ｱ) 主体的・対話的で深い学びのプロセス 

 これまでの研究の成果をいかしつつ、生徒に学習活動の主導権を与えていくために、昨年度の学習

過程を改善する形で、下図(図１)のように単元を計画した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改善のポイントは三つある。まず、単元開始前に身近な社会人へインタビューを実施することであ

る。『高等学校学習指導要領解説商業編』において、商業科の目標の改善点の第一に「主体的・対話

的で深い学びの実現に向けた授業改善を図り，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して資

質・能力の育成を目指すようにすることから，『商業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学

習活動を行うことなど』を示した。」(文部科学省 2018 p10)とある。ここにおける実践的・体験的

な学習活動とは、「見通しをもって実験・実習などを行う中で様々な成功と失敗を体験し，その振り

返りを通して自己の学びや変容を自覚し，キャリア形成を見据えて学ぶ意欲を高める，産業界関係者

などとの対話，生徒同士の討論といった自らの考えを広げ深める，様々な知識，技術などを活用して

ビジネスに関する具体的な課題の解決策を考案するなどの学習活動を行うこと」(文部科学省 2018 

p14)とされている。そこで、社会人に対するインタビューを「産業界関係者などとの対話」に係る活

動として行うこととした。 

次に、単元内自由進度学習によって習得した知識を基に改めて社会人にインタビューをし、その結

果をまとめ、発表する活動を取り入れたことである。先に示した実践的・体験的な活動における「生

徒同士の討論といった自らの考えを広げ深める」ことに係る活動として行うこととした。 

最後に、今回の研究テーマを意識した振り返りシートの開発である。これは、先に示した実践的・

体験的な活動における「見通しをもって実験・実習などを行う中でさまざまな成功と失敗を体験し、

その振り返りを通して自己の学びや変容を自覚する」ことに係る活動として行うこととした。 

図１ 単元の概要 

単元を貫く問い 単元を貫く問い 

令和５年度 令和６年度 

単元を貫く問い  

単元内自由進度学習／ 振り返り 単元内自由進度学習      ３時間 

単元を貫く問い(レポート)               ２時間 

協働学習 ／ 振り返り 

【事前課題：インタビュー①】 

協働学習(質問づくり)             ２時間 

単元テスト・振り返り            １時間 

【課題：インタビュー②】 

協働学習(まとめ・発表)            ３時間 
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これらの一連の学習過程を通して、生徒が自らの学習活動を主導していき、さまざまな知識を活用

して単元を貫く問いへの自身としての納得解を考案していく流れとした。 

 

(ｲ) 単元を貫く問い 

単元を貫く問いを、単元の目標「企業活動の展開について、組織の一員としての役割を果たすことが

できる」ことを踏まえて、「企業における組織の一員としての役割を全うすることからくる『やりがい』

は、役割によってどのような違いがあるだろうか。」と設定した。「組織の一員」という捉えについて

は、経営者や中間管理職、従業員などを想定した。また、「企業活動の展開」については、それぞれの

役割に応じた業務の遂行ということとした。 

その上で「やりがい」にフォーカスしたのは、クラスの生徒においては、企業活動を展開していく

以前に、働くことに対してネガティブな感情を抱いている生徒が少なくないためである。総合ビジネ

ス科で学びを積み重ねていく中で、基礎的な科目となる当科目を通じて、働くことは人生の充実や自

己の成長にもつながっていくことを理解し、働くことに対してポジティブな感情を抱いてほしいとい

う思いから設定した。 

 

(ｳ) インタビュー活動 

 インタビューは二度にわたって同じ人に行った。対象者は、企業に勤めている、または勤めていた身

近な人である。家族や親戚、アルバイト先の方や所属校の教員などを想定し、大学生等のアルバイトの

方は除外した。 

１回目のインタビューにおける質問項目は共通として、企業名、部署名、役職名、継続年数、性別、

年齢、従業員数といった基本的な情報についてのみのインタビューとした(図５の補足参照)。この基本

的な情報があるかないかで、教科書の内容がただの事実的な知識となるのか、それとも、深い学びにつ

ながっていくのかにわかれていくと考えている。深い学びとは、英語においては「真正の学び」とされ

ており、本物の学び、真の学びという意味であり、教科書の知識と実際の情報を関連付けることでより

深い理解へとつながっていく。例えば、今回の単元において職能別組織や事業部制組織についての知識

を習得するが、そのことをインタビューした企業と結び付けて、インタビューした企業はどのような組

織形態をとっているのだろうか、なぜそのような組織形態となっていったのだろうかのように繋げてい

くことによって、深い学びへ向かっていくことが期待できる。 

２回目のインタビューは、知識の習得過程において芽生えたインタビュー企業への疑問について調べ

学習を行った上で、インタビューに適した質問へと整え、実施した。質問の例としては、「インタビュ

ーした企業はインターネットで調べた結果、職能別組織の組織形態を採用していることが分かったが、

○○さんは業務がスムーズに遂行できるように、他部署と連絡調整をどのように行っているか」のよう

な形の質問である。このような質問を、単元の各節(１ビジネスと企業～６雇用)と関連させて、節ごと

に作らせ、改めて同じ方にインタビューを行わせた。また、単元を貫く問いに迫るために、仕事を通し

てのやりがいについてもインタビューを行わせることとした。 

最終的には、２回目のインタビュー結果をスライドにまとめ、４人１グループの中で発表し合った

(図２)上で、レポートとしてまとめさせた(図３)。レポート作成にあたっては、自身が調べたことやイ

ンタビュー内容にとどまらず、クラス全員の発表資料からの情報も参照させて、より多角的なレポート

となるようにした。そうすることで、「企業における組織の一員としての役割を全うすることからくる

『やりがい』は、役割によってどのような違いがあるだろうか。」という単元を貫く問いに迫らせた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ インタビューまとめスライドの雛型 図３ まとめスライドの雛型 

図２ インタビューまとめスライドの雛型及び、図３ まとめスライドの雛型は、総合教育センタ

ーウェブページにてダウンロードできます。 
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(ｴ) 振り返りシートの開発 

  振り返りシートを開発するにあたって、

メタ認知がしやすくなるための工夫を二つ

取り入れることとした。一つは自己調整の

確認欄を設けること、もう一つは単元全体

の振り返りの問い方の工夫である。 

まず、自己調整の確認欄についてである

が、昨年度の研究においても、振り返りシ

ートに自己調整を意識し、確認できる欄を

右図(図４) のように設けていた。目標を選

択したり、自由進度学習の時間配分を計画

したり、調整したり、つまずいた時にどの

ような調整を行ったりするかについて示し

ておいた。しかし、自己調整という概念に

ついて、まだまだ教員において浸透しきれ

ておらず、まして生徒に当たっては、未知の概念であるようにも思われる。そこで、今年度は、自己

調整の例を一覧として示すとともに、一時間ごとにどのような自己調整を行うことができたのかをチ

ェックしていける仕様へと改善を図った(図５)。その上で、一時間一時間の中で「特に意識して取り

組めたこと」と「次回、意識したいこと」を記入させる欄も別途設けることとし、自己調整を意識で

きるようにした。この自己調整の確認の欄の一番の特徴は、見方・考え方に対する自己調整欄を設け

ることである。今回の単元においては、どのような視点で物事を捉え、考えてほしいのかを示すこと

で、教科の特質からそれず、深められるようになると考えた。 

図５ 学びのコントール欄(抜粋)  

図５ 学びのコントロール欄を含む振り返りシートは、総合教育センターウェブページにてダウンロ

ードできます（裏面にインタビューシートなどをつけて生徒に配付した。） 

 

次に、単元全体の振り返りの問い方の工夫についてである。主体的に学習に取り組む態度の評価に

当たっては、振り返りシートを用いることが多く行われている。しかし、ただの感想としてしまうと、

そこからどのような自己調整が行われたのかは読み取りづらいことがある。振り返りシートにおいて、

重要なことは、いかに自己調整を行ったかの記述である。そこで、①単元の学びを通して何が分かっ

たり、できるようになったりしたか(内容面の振り返り)、②目標の到達に向けてどのように学びをコ

ントロールしたか(自己調整面での振り返り)、③今後どのようにしていきたいか(情意面での振り返

り)を問いとして明記することによって、振り返りシートから自己調整について見取れるようにした。 

 

ウ 仮説の検証 

今回の研究仮説として「生徒が自己調整(学習の進め方への自己調整、及び見方・考え方を踏まえた

自己調整)していけるようになるためには、メタ認知しやすい振り返りシートを開発するとともに、学

習活動の主導権を生徒に与えていく必要があるのではないか」と設定した。次の項目(ｱ)は、評価者に

よる評価物の見取りに検証の視点を当てた。(ｲ)は生徒の意思的な側面に検証の視点を当てた。(ｳ)は観

察者の意見に検証の視点を当てた。 

 

(ｱ) 振り返りシートの記述 

まず、振り返りシートの記述から自己調整の様子を確認していく。単元の最後の時間に、単元全体

の振り返り欄を記入させたが、その欄において商業の見方・考え方についての自己調整の記述が見受

けられたり、学習の進め方についての自己調整の記述が見受けられたりした。 

図４ 昨年度の研究の振り返りシート(抜粋) 
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例えば、今回の単元においての商業の見方・考え方として、「組織の一員としての視点」、「役割

に応じた『やりがい』という視点」、「ビジネスを適切に展開するという考え方」を意識するように

働きかけたが、それに関連する記述としては、次のようなものがあった(※原文ママ、下線は筆者)。

「今まであまりやりがいについて考えることがなかったけれど、今回、色々なことを考えて、働くこ

とへの意識が高まりました。」、「まとめレポートを作成しているときに、自分がインタビューした

人とは違う答えや考えがあって、やりがいについて深く考え、理解することができました。」、「最

終的に自分たちのグループでは、何のために仕事をしているのか？これをやることで誰のためになる

のか？を理解してから仕事を行うことで、モチベーションが高まると思いました。」というように、

個人で試行錯誤したり、グループで協議をしたりしながら商業の見方・考え方を通して単元の内容に

迫ろうとする記述が確認された。 

また、学習の進め方についての自己調整に係る生徒の記述には次のようなものがあった(※原文ママ、

下線は筆者)。「スライドづくりは難しいと思い込んでいたけれど、分からないところを友達に聞きな

がら作成していくことで楽しく、集中して取り組めた。まだ、２ページしか作成できていないので、

家でも少しずつ取り組んで、見やすく分かりやすいスライドを作成しようと思った。字体や文字の大

きさにも工夫しようと思った。」、「とりあえず今日中に全体のイメージを完成させて、上手く発表

できるように準備しようと思いました。」、「スライドづくりでは、簡潔に分かりやすく、見やすい

スライドを作るために、重要なところにだけ色をつけたり、箇条書きにしたりして伝わりやすくなる

ように努力した。」、「まとめていく中で、他の人のスライドから情報を得たり、自分の考えを固め

たりすることができた。まとめながらも新たな疑問が浮かんできたり、ビジネスへの考え方が深まっ

たりした気がした。もっと自分なりに調べようと思う。」、「自分の資料と他者の資料を見比べて、

違うところやその仕事の魅力について知ることができた。」という記述がみられ、それぞれが学びの

コントール例を意識しながら単元の内容に迫ろうとする記述が確認された。 

なお、主体的に学習に取り組む態度における記録に残す評価は振り返りシートの記述をもって、図６

のように評価基準を設定して評価した。Ｂ評価の「おおむね学習をコントロールしながら進めようとし

ている」は、図５を基に自己調整している様子が見取れることとし、Ａ評価の「十分に学習をコントロ

ールしながら進めようとしている」は、自己の行動をその背景にある価値観や経験にまで立ち返って客

観的に見つめ直そうとしていたり、学びのコントロール例にない自己調整を行っていたり、情意面の高

まりに基づいて学ぼうとしていたりなどの様子とした。 

   Ａ(十分満足できる) Ｂ(おおむね満足できる) Ｃ(努力を要する) 

企業活動について、組織の一員と

して企業活動に従事することによる

「やりがい」と企業活動に関する事

例を踏まえつつまとめるにあたっ

て、十分に学習をコントロールしな

がら進めようとしている。 

企業活動について、組織の一員と

して企業活動に従事することによる

「やりがい」と企業活動に関する事

例を踏まえつつまとめるにあたっ

て、おおむね学習をコントロールし

ながら進めようとしている。 

企業活動についてま

とめるにあたって、学

習をコントロールしな

がら進めようとしてい

ない。 

    

 

図６の基準に基づいて、振り返りシートを実

際に評価したところ、図７のようにＢ評価以上

の生徒は26名となり、ほとんどの生徒が学習の

自己調整を行っていることを振り返りシートか

ら読み取ることができた。 

以上のことから、生徒としては、振り返りシ

ートと学習活動において主導的に進められる

ことを通して、自己調整をより意識できるよ

うになっていたと分かる。 

 

(ｲ) 事後アンケート 

 単元の終わりにアンケート(クラス人数29名中、回答数27件)を実施した。まず、商業の見方・考え方

と学びのコントロールをどれだけ意識できたか、について単元前との比較で質問した。商業の見方・考

え方については、単元をとおしてほぼ全員(26人)が意識して取り組むことができたと回答し(図８)、学

びのコントロールについては、意識できた割合が高まったことが分かった(図９)。 

単元の工夫(単元内自由進度学習含む)についても、約８割の生徒が好意的に受け止めた(図10、図11)。

図６ 主体的に学習に取り組む態度の評価基準 

図７ 主体的に学習に取り組む態度の評価状況 
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自由記述（※原文ママ）においても「自分で調べて予想して、人に聞いて考えて、グループで話し合

うのがとても楽しかったし、その方がやりごたえ(？)があったと思う。」、「今までの授業よりも会話

をすることが多く、実践的で学ぶことが多かった。」、「順序を持って、大きな課題の中にさらにどの

ような課題があるのかを考え、インタビューした答えが大きな課題を深く考えるのに繋がるというのが

面白かった。(大きな課題は、単元を貫く問いの意)」等の記述があり、学びが実践的・体験的な活動と

なっていたことが分かる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図８ 商業の見方・考え方の意識度合い     図９ 学びのコントロールの意識度合い 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 図11 単元内自由進度学習の頻度 

    

また、働くことに対してポジティブな感情を抱い

てほしいという思いから単元の学習を進めたが、

そのことについても図12のような回答があった。

単元を始める間においては働くことに対してネガ

ティブな思いを持っていた生徒は27人中17名(約

63%)いたが、そのうちの15名はポジティブな思い

に変容した。単元最初から働くことに対する意識

がポジティブであった(より高まった)生徒を含め

ると、単元終わりにおいては約９割の生徒がポジ

ティブな状態となっていることが分かる。またア

ンケートの自由記述等（※原文ママ）においても

「この単元の学習を通して働くことに対しての意識がはじめと比べて大きく変わりました。最初は働く

ことに対して『お金』のことしか考えていませんでしたが、それだけでなく、仕事に対するやりがいや

楽しさなどの良い点にも気づけたのでよかったです。」、「働くことはお金を稼ぐことも大事だがそれ

と同じくらいやりがいを感じることも大切なのだと思った。また、仕事(事務業、サービス業、建設業

など)によってやりがいの感じ方が違うところが印象に残っている。」等の回答があり、働くことに対

してポジティブな感情を抱いたことが分かった。 

以上のことから、生徒としては、振り返りシートと学習活動において主導的に進められることを通し

て、自己調整をより意識できるようになっていたと分かる。 

 

(ｳ) 研究協議 

研究授業後に行った研究協議は授業を参観した14名で行った。研究協議においては、振り返りシー

ト及び、振り返りのあり方を中心にして協議を行った(図13)。青色が良かった点、オレンジ色が内容に

ついての改善点、黄色が書式についての改善点、緑が実施における事前準備についての改善点となる。 

 良かった点としては、「学びのコントロールが見える化されているので、生徒が活動しやすい」、

「自己調整しようする様子が伺える」、「次回は～という記述があることから、次回への意識付け(見

図10 単元の工夫による理解の深まり 

 

図12 働くことへの意識 
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通し)につながっている」などのことが挙げられた。 

改善点としては、「チェック欄への

〇をつける作業が、適当に〇をつけて

いる様子が伺えた」、「振り返りの回

数が多いのではないか」、「学びのコ

ントロールをもう少し絞ったほうがよ

い」、「前時の振り返りを、授業開始

時に確認できたほうがよい」、「紙で

はなく、デジタルで行えたほうがよ

い」などが挙げられた。 

以上のことから、改善点はあるもの

の、観察者の視点からも生徒が自己調

整をしようとする様子が伺えたことが

分かる。 

 

エ 成果と課題、今後の展望 

(ｱ) 成果 

研究の成果としては、検証の結果より、生徒が自己調整(学習の進め方への自己調整、及び見方・

考え方を踏まえた自己調整)をしていけるようになるためには、 

①メタ認知しやすい振り返りシート 

②学習活動の主導権を生徒に与えていくこと 

という二つの手立てを行うことが効果的だと分かったことである。 

また、副次的な効果として教員が「学びのコントロール例」を意識することで、単元計画を行う際

に発想が広がる効果があることが分かった。「学びのコントロール例」における自己調整を生徒が行

っていくためには、講義形式の授業だけでは成り立たない。しかし、「学びのコントロール例」が示

されていることによって、教員においても授業や単元をどのように構想していけばよいのかの視点が

得られるのではないかと考えた。 

主体的に学習に取り組む態度については、その評価方法だけではなく、教員の働きかけについても

自信が持てない教員が多い。しかし今回、この４年間の一つの集大成として主体的に学習に取り組む

態度の評価のあり方をまとめることができた。このことは神奈川県だけではなく、全国の教員の助け

になると思われる。なお補足として、単元テストの結果もこれまでの単元のテストと大差はなく、知

識の定着が見られた。実践的な学習活動を取り入れることで、生徒のモチベーションに繋がったこと

を鑑みれば、今回の研究は大きな意義があった。 

 

(ｲ) 課題 

  研究協議の際に、改善点として多く挙がったことは、振り返りシートのさらなる工夫である。この

課題については、生徒対象のアンケートにおいても、「毎時間振り返りをしてもそこまで進まなかっ

た時に書くことがなかったから、小単元ごとの方が良かった。」等の記述があった。これは、そもそ

もこれまでの授業において、今回のような生徒が主導的に進められる機会や、自己調整を意識した振

り返りをすること自体が少なかったことにより、抵抗感を感じたことが背景にあるように思われる。

そのため、生徒の実態を踏まえつつ、よりよく学びに向かっていけるような工夫を、随時行っていく

ことが望まれる。 

 

(ｳ) 今後の展望 

  今後においては、生徒へ学習活動の主導権を与える一方での、教員の関わり方について研究を進め

ていきたい。「主導権を生徒に与えること＝教員が何もしない」ではなく、「主導権を生徒に与える

こと＝教員が望ましいあり方に向けて、生徒の学習を軌道修正・支援をし続けること」となる。より

よい学びとなるためには、教員の立ち位置がこれまで以上に多様化し、複雑化してくる。どのように

生徒の学習状況を見取っていくのか、その上でどのような支援を行っていくのかについて研究を進め

ていきたい。 

【引用文献】 

・神奈川県立総合教育センター 2023 『令和５年度 高等学校教育課程研究会研究報告 第３集』 

pp.157-158 

・文部科学省 2018 『高等学校学習指導要領(平成30年告示)解説商業編』 実教出版 

図13 研究協議の協議結果 
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水 産 

１ 研究のテーマ 

(1)研究テーマ

・「ロイロノートを使用した指導と評価の一体化」

(2)研究のねらい

ロイロノートのテスト機能(自動採点)を活用し、その結果からリアルタイムに評価を行い、指導に

生かすことで、テーマにもある一体化の図れる授業展開になるのではないかと考えた。 

２ 実践事例 

(1) 単元の指導と評価の計画

ア 科目名：「電気理論」

イ 単元名：電気回路の基礎「直列回路」

ウ 単元の目標（ねらい）（身に付けさせたい力）：

(ｱ) 直列回路の基本的な性質について理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。

(ｲ) 直列回路における課題を発見し、合理的かつ創造的に解決する力を養う。

(ｳ) 直列回路について自ら学び、主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

エ 単元の評価規準

オ 単元の指導と評価の計画 ○「記録に残す評価」 ●「指導に生かす評価」

単元を貫く問い：直列回路の合成抵抗・電流・電圧の性質はどのようなものになるか？

次 時 学習活動 知 思 態
評価のポイント・指導上のポイン

ト

１ １

〇直列回路の性質を理解する。

・抵抗の直列合成について理解す

る。

・各抵抗に加わる電圧・電流につい

て理解する。

・本時のまとめをワークシートに記

述する。

● ●

【評価のポイント】

＜ワークシート＞

  直列回路の性質について苦手

意識を持つことなく理解して

いる。（知）

【指導上のポイント】

中学校の復習の範囲からの学び

直しになる。基本的な知識の習

得についての均一化を図る。

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

直列回路の基本的な性質につい

て理解するとともに、関連する

技術を身に付けている。 

直列回路における課題を発見し、

合理的かつ創造的に解決しようと

している。 

直列回路の適切な取扱いについ

て自ら学び、主体的かつ協働的

に取り組もうとしている。 
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２ ２ 

〇直列回路の性質を理解し、計算問

題に取り組む。 
・ワークシートの１問目を教師及び

生徒共同で取り組み、問題の流れ

や趣旨を理解する。 
・ワークシートへの記述 
 (個人、グループは問わない) 
・ワークシートへの記述内容の確認

を行う。 
 (志願者は黒板に解答を記入する) 
 

  
〇 

 
〇 

【評価のポイント】 
 ＜ロイロノートによる課題への

取組＞ 
 ・直列回路に関わる課題に取り

組み、習得状況に応じて、発

展的な課題に進む。 
 
【指導上のポイント】 

  直列回路への理解に差が生じた

場合は、机間指導を多くし、生

徒の取組を支援する。 

３ 
３
～
４ 

〇理解した直列回路の性質を主体的

に学び合う。 
・直列回路の性質や回路の計算につ

いて復習を行い、その後各自また

はグループで、直列回路の性質の

理解や計算に取り組む。 

  
〇 

 
〇 

【評価のポイント】 
 ＜ロイロノートによる課題への

取組＞ 
・直列回路に関わる課題に取り

組み、習得状況に応じて、発

展的な課題に進む。 

４ 

５
～
６
（
本
時
） 

〇直列回路の性質と計算のテストに

取り組み、その達成状況に応じて

個別に学びを深める。 
 
 
 
 
 

 
〇 

 
〇 

 【指導上のポイント】 
直列回路の性質に関わる習得状

況に応じて、生徒自らがそれぞ

れの苦手箇所に重点的に取り組

ませるようにする。                

 
 

カ 授業実践例 (５時間目／６時間) 

 本時の学習指導案 
  学習活動 指導上の留意点 評価の観点 

(評価方法) 
導入 

(５分) 

〇直列回路の性質に係る本時の目標を確

認する。 
 
〇直列回路の性質に係るロイロノートで

行うテストの方法を確認する。 
 

 
 
 
 
 

 

展開 

① 

(15分) 

〇直列回路の性質に係るロイロノートに

よる課題に各自で取り組む。 
 

計算に時間のかかる生徒

に対し、プレッシャーに

ならないように留意す

る。 

【知識・技術】 
(ロイロノート) 
直列回路につい

ての性質を理解

し、技術と関連

させている。 
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展開 

② 

(10分) 

〇直列回路の性質に係るロイロノートに

よる課題の採点を行い、取組内容の確

認をする。 
 

答えの傾向等を踏まえ解

説を行う。 
【思考・判断・

表現】 
(ロイロノート) 
直列回路に関わ

る計算問題を自

分 な り に 思 考

し、合理的かつ

創造的に解決し

ている。 
 
 

展開 

③ 

(15分) 

〇直列回路の性質に係るロイロノートで

確認できた自分の苦手な部分を再度復

習する。 

生徒同士や教師の助言な

ど、苦手な部分が無くな

るように指導する。 

 
 
 
 
 

まとめ 

(５分) 

   

 
キ 本時の評価・観点 

  ＜評価規準＞ 
    ①直列回路の基本的な性質について理解するとともに、関連する技術を身に付けている。 
   ②直列回路における課題を発見し、合理的かつ創造的に解決しようとしている。 
 
  ＜評価基準＞ 

【知識・技術】直列回路の性質の理解 
「十分満足できると判断される状況

(Ａ)」と判断される具体的な例 

直列回路の性質を理解するとともに、水産や海洋分野における

技術と関連付けて考えることができる。 

「満足できると判断される状況(Ｂ)」と

判断される具体的な例 

直列回路の性質やこれと関連する技術を理解している。 

「努力を要すると判断される状況(Ｃ)」

と評価した生徒への手立て 

他の生徒や教師から助言をもらい、苦手意識を持たないように

主体的に学べるように支援する。 

 
   【思考・判断・表現】直列回路に係る計算への取組 
「十分満足できると判断される状況

(Ａ)」と判断される具体的な例 

直列回路に関わる計算方法を理解するとともに、適切な計算

方法を判断し、自分なりの考えを表現することができる。 

「満足できると判断される状況(Ｂ)」と

判断される具体的な例 

直列回路に関わる計算について理解している。 

「努力を要すると判断される状況(Ｃ)」

と評価した生徒への手立て 

他の生徒や教師から助言をもらい、苦手意識を持たないよう

に計算の速さに応じて学べるように支援する。 

 

研究実施校：神奈川県立海洋科学高等学校(全日制) 

実 施 日：令和６年９月30日(月) 

授業担当者：鈴木 祐一郎 教諭 
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(2)「指導と評価の一体化」の実現に向けたポイント 

ア 対象クラスの生徒観 

 計算が苦手な生徒の割合が高い(分母分子の形の割り算、小数点を含んだ計算が苦手)。 

 高校入学までに不登校の傾向があった生徒が 1/3を占めるが、現時点で欠席の多い生徒はいな

い(11 月下旬時点)。 

 生徒の学習意欲の高さと担任のクラス経営が上手く機能している。 

 

イ 生徒による授業評価の結果について 

上段が６月分、下段が 12 月実施分になり、生徒自身が任意コメントを入力しなかった際に発生す

る(空欄)を除いたものを掲示する。 

 

ウ 具体的な手法 

「指導と評価の一体化」を実現するために、次のような手立てを考えた。 

① 通常通り授業を行う。 

② ロイロノートを使用して小テスト(自動採点)を行う。 

③ ②の結果から教師の指導がどの程度クラスに浸透しているか評価される。 

④ 事前に決めていたしきい値を上回っていた場合、次の章に進むことができる。 

⑤ 値が下回っていた場合、復習となるワークシートで問題演習を再度行い、定着の向上を図る。  

６月実施分
丁寧に教えてくれる良い先生だと思います。難しい計算問題は生徒が理解できるまでよく教えてくれそうだなと思いました。
ノートを扱うので、紙派の私は助かっています。
法則の語呂合わせがよかったです。
今のままがいいです　重要な単語とかがあれば言って欲しいです
丁寧な授業の進め方で、一から見てくれるところがとてもありがたいです。
楽しい
全然わからない。
授業自体わかりやすいものの、もう少し授業のペースを生徒と合わせてほしいです。
特にないです
わかりやすく聞きやすい授業で意欲的に行動できました。
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エ 実践報告 

(ｱ) メリット 

 生徒は図に示すように生徒個人の得点が瞬時に判断でき(図１)、クラス全体の達成度も把握

しやすい(図２)。 

 テストやアンケートを実施する際、生徒個人の回答結果は設定を敢えて変更する場合を除き、

教師もしくは作成者以外には確認できない仕様となっているので、秘匿性が高い。 

 教師も生徒の理解度を瞬時に確認できるので、復習する必要があるかどうかの判断に迷わな

い。 

 クラス一斉で小テストを行うので、取り組まない状況がおこりづらい。 

 

(ｲ) デメリット 

 生徒達も進捗状態がリアルタイムで分かるので、最後の一人になった生徒が精神的に追い込

まれる可能性がある。 

 生徒が機器を誤って操作してしまった場合、テストモードなので途中再開できない場合もあ

る。 

 自動採点機能を活用するためには、問題の形式をある程度ロイロノートの様式に合わせて作

成する必要がある。 

 校内の無線ＬＡＮ(ＢＹＯＤ回線)を使用しているので、電波環境が悪いと、通信に不具合が

発生し、課題を解答済み(提出済み)の生徒であっても「未提出」扱いになってしまう場合が

あり、このことで、再度課題の読み込みを行うか、直接生徒に確認しなければならない場合

がある。 

 

  
図１ 生徒個人の得点(達成率) 

図２ クラス全体の正解率(達成率) 
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３ 今後について(まとめ) 

 研究のねらいに挙げたテーマ及び手法においては、生徒の雰囲気や机間指導の様子、プリントの達成

具合を判断し(図３)、小テスト(自動採点)（図４）を行いその結果を判定した。設定したしきい値(ク

ラス全体の達成率 70％以上)を下回ることはなく、おおむね予想通りの結果となったので、「指導と評

価の一体化」という観点に関しては十分達成できたと考えることができる。しかし、生徒観にもあると

おりクラスの 1/3 程度は過去に不登校の傾向があるので、ＩＣＴを活用したリアルタイムな評価は単元

の理解度の低い生徒への自己肯定感を低下させてしまうおそれもあるのではないかとの懸念が発生して

いる。 

現在、当該クラスは１学年なので学習難易度は専門科目であっても比較的低いが、今後も同じ手法を

取り続けると学年が進むにつれてクラス全体として難易度は上がり、理解度が下がる結果が想像できる。

今後は学びなおしの観点にも更に力を入れ、生徒の理解率を底上げし、アンケートの回数を増やすなど

して、生徒からの評価も反映した授業を展開していく必要がある。 

また、通信環境の改善のためにＢＹＯＤアクセスポイントの指向性や使用周波数帯域・電界強度の測

定および設置位置の最適化を図る必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ プリントの達成具合 図４ 小テスト(自動採点) 
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福  祉 

１ 研究のテーマ 

(1) 研究テーマ

指導と評価の一体化を踏まえた福祉専門職に求められる資質を育む授業の展開

(2) 研究のねらい

福祉現場にて活用されるＩＴ機器の使用について基礎的・基本的な知識・技能を培うとともに、

データや数値を利用者の支援につなげる主体的な態度を醸成する。 

２ 指導事例 

(1) 単元の指導と評価の計画

ア 科目名：「福祉情報」

イ 単元名：情報の収集・整理・分析・発信

ウ 単元の目標（ねらい）（身に付けさせたい力）：

(ｱ)適切なアプリケーションソフトウェア、情報通信ネットワークを利用した情報の収集・整理・分

析・発信から福祉サービスの各分野について理解するとともに、関連する技術を身に付ける。

(ｲ)福祉サービスの各分野における情報機器や情報通信ネットワークを活用した情報の収集・整理・

分析・発信に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ科学的な根拠に基づいて

創造的に解決する。

(ｳ)福祉サービスの各分野における情報機器や情報通信ネットワークを活用した情報の収集・整理・

分析・発信などについて自ら学び、主体的かつ協働的に取り組む。

エ 単元の評価規準

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

適切なアプリケーションソフト

ウェア、情報通信ネットワーク

を利用した情報の収集・整理・

分析・発信から福祉サービスの

各分野について理解するととも

に、関連する技術を身に付けて

いる。

福祉サービスの各分野における情

報機器や情報通信ネットワークを

活用した情報の収集・整理・分

析・発信に関する課題を発見し、

職業人に求められる倫理観を踏ま

え科学的な根拠に基づいて創造的

に解決している。 

福祉サービスの各分野における情

報機器や情報通信ネットワークを

活用した情報の収集・整理・分

析・発信などについて自ら学び、

主体的かつ協働的に取り組もうと

している。 

オ 単元の指導と評価の計画 ○「記録に残す評価」 ●「指導に生かす評価」

時

間 
学習内容 学習活動 

評価の観点 
評価のポイント・指導上のポイント 

知 思 態 

１
・
２

福祉サービス

における情報

機器の活用 

福祉サービスにおける福

祉機器について理解し、

課題解決に向けた活用方

法について考察する。 

○ 

【評価のポイント】 

（知）福祉機器とその活用方法について理解して

いる。 

３(

本
時)

・
４

デ ー タ の 収

集、整理 

データの見方について理

解し、系統別に分類する

方法を身に付ける。 
○ ● 

【評価のポイント】 

（知）データの見方について理解している。 

【指導上のポイント】 

（態）データの基準に従った分類について主体的

に学ぼうとしている。 

５
・
６

データの分析 

データが示している内容

を理解し、データに基づ

いた課題の発見とその解

決方法について考える。 

○ 

【評価のポイント】 

（思）福祉サービスにおける情報機器活用の課題

発見とその解決方法について科学的根拠に基づ

いて考察している。 

７データの発信 
情報発信の手段について

理解する。 
○ ● 

【評価のポイント】 

（知）情報発信の手段とその特性を理解してい

る。 

【指導上のポイント】 

（態）目的と対象に合わせた情報発信の方法につ

いて主体的に学ぼうとしている。 
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カ 授業実践例 (３時間目／７時間) 

学習活動（指導上の留意点を含む） 
評価の観点 

（評価方法） 

１．導入（10分） 

 〇眠りスキャンに使用されている情報の読み取り方法の再確認を実施する。 

・ワークシートNo,12に記載の棒グラフを教師と生徒がともに確認し、記載のマ

ークの意味について、前時の確認をする（図１）。 

図１ 眠りスキャンの棒グラフについて前時の確認をする様子 

 

〇ワークシートNo,12『〇データを数値化する』の宿題取組状況を確認する。 

・生徒は前時の宿題としてワークシートNo,12の『〇データを数値化する』に

て、美登里さんの眠りスキャンのデータ数値の読み取りを実施する。 

 

（知） 

宿題の取組内容 

２．展開Ⅰ（25分） 

〇個人ワーク 

  ・No,12の宿題部分（美登里さんの眠りスキャンのデータ数値を読み取った資

料）を根拠に、美登里さんの睡眠の特徴をまとめる（図２、図３）。 

図２ 1人1台端末を活用して個人ワークに取り組む様子 

図３ 他の生徒と話しながら個人ワークに取り組む様子 

 

 〇グループワーク 

  ・グループの役割分担を決定する。 

（５名×６班）に「司会」「記録」「時計」「発表」の役割を決める。 

  ・グラフの数値から読み取れる美登里さんの睡眠の特徴について、班のメンバ

ーで意見交換を実施する 

  ・出揃った意見の中から良いと感じた意見を三つ精選し、スライドにグループ

の意見をまとめて発表準備をする。 

 

（態） 

ワークの取組内

容 
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３．展開Ⅱ（15分） 

 〇発表 

  ・各グループの発表者が、グループの意見を発表する（図４）。 

図４ グループ発表の様子 

 

４．まとめ 

 〇個人での考察 

・他のグループの考えを参考に、自分の考えを深めてワークシートにまとめる。 

（知） 

ワークシートへ

の取組 

研究実施校：神奈川県立津久井高等学校(全日制) 

実 施 日：令和６年10月９日(水) 

授業担当者：上村 圭 教諭 

 

◎本研究授業で用いた機器『眠りスキャン』について 

① 『眠りスキャン』の概要 

利用者や患者のベッドのマットレス下に差し込む板状の機器であり、利用者の体動（寝返り、呼吸、

脈拍など）を検出し、睡眠状態を判定する非装着型のセンサーである。利用者の体動情報は職員がモニ

タリングでき、そのグラフの数値で利用者の心身の状態をつぶさに確認することができる（図５）。 

 

② 『眠りスキャン』から得られるデータについて 

生徒が実際に読み取る数値データは、昼12:00から翌日の昼12:00までの24時間を棒グラフにまとめて

表している。グラフの読み取りに必要なマーク及び配色は次の通りである（図６）。 

 

＜左側のスクリーン＞ 

各グループで作成した

発表用のスライド 

 

＜右側のスクリーン＞ 

発表の手順の提示 

 

図５ 眠りスキャン 

・マークの説明 

は、就寝（寝た）時間を指す 
は、起床（起きた）時間を指す 
は、夜間離床（夜中に寝床を離れた） 

タイミングを指す 

・棒グラフの色について 
① 淡い色（黄）は、覚醒（目が覚めている）状況を指す 
② 濃い色（青）は、睡眠状況を指す 

③ 最も薄い色（グレー）は離床（寝床を離れた）状況を

指す 

① ② ③ 

図６ 『眠りスキャン』から得られるデータ 
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「指導と評価の一体化」の実現に向けたポイント 

ア 評価基準の作成 

本時の学習のねらいを基に、評価基準（表）を作成した（表１）。 

  表１ 評価基準  

（知）：【知識・技術】 

「十分満足できる」状況（Ａ） 

事例から利用者の睡眠に関する情報を読み取り、その現状につい

て睡眠を連続した１日の活動の中の一つとして捉え、データに基

づいた特徴を考えている。 

「おおむね満足できる」状況（Ｂ） 
事例から利用者の睡眠に関する情報を読み取り、現状について考

えている。 

「努力を要する」状況（Ｃ） 
必要な情報のみを精選した声掛けを実施し、グループワークや発

表を通して情報収集の手段を確認できるように支援する。 

 

（態）：【主体的に学習に取り組む態度】 

「十分満足できる」状況（Ａ） 

事例から利用者の睡眠に関する情報の獲得とそこから分かる状況

について主体的かつ協働的に学び、分かりやすい発表に向けて粘

り強く取り組んでいる。 

「おおむね満足できる」状況（Ｂ） 

事例から利用者の睡眠に関する情報の獲得とそこから分かる現状

について主体的かつ協働的に学び、分かりやすい発表に向けて粘

り強く取り組もうとしている。 

「努力を要する」状況（Ｃ） 
事例から利用者の睡眠に関する情報の獲得方法について支援し、

グループ活動における自身の役割に気付くように支援する。 

 

イ 授業実践時における具体的な取組と実践の結果（考察） 

(ｱ) 導入 

生徒は、前時の段階で眠りスキャンのデータ、あるいは機器独自のマークの読み解き方を学習

した上で本時を迎えている。また、宿題として、生徒は読み取ったデータの内容をワークシート

に記載している。生徒の提出物を確認すると、概ねの生徒が事前の宿題に取り組み、かつ数値

を答えることができていた。 

しかし、図７の３月31日（金）のデータでは覚醒と睡眠を複数回繰り返しており、棒グラフ

が複雑であるため、生徒によって覚醒と睡眠の読み取り回数に差が見られた（図８、９の四角

で囲んだ部分を参照）。 

実際の眠りスキャンのデータを使用することは、「福祉現場に即した題材」という観点では

優れている。しかし、数値を読み取ることに主眼をおいた授業展開の場合、数値に差が出るよ

うな複雑なグラフは教材として不向きであると考える。従って、実際のデータを扱うならば数

値が分かりやすいものを題材にし、誰が見ても睡眠状態が把握できるものに変更する必要があ

ると考える。 

  

図７：生徒が読取りを実施した眠りスキャンのデータ 
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図８ 実際に生徒が読取ったシート（Ａさん） 

 

図９ 実際に生徒が読取ったシート（Ｂさん） 

(ｲ) 展開Ⅰ 

個人ワークとしてNo,12の宿題部分（眠りスキャンの数値）を根拠に、美登里さんの睡眠の特

徴を考察した。図10のように、読み取ったデータの数値を基に睡眠の特徴を導く生徒が居た一

方で、図11のように「数値」を「日にちの数字」と捉えている生徒も散見された。 

図９は、教師の意図が伝わっており、見取った体動などの数値から美登里さんの睡眠の特徴を

導くことができている。しかし、図10のＢさんの考えが間違いとは言えない。なぜなら「日に

ち」という数値から、睡眠の特徴を導いているからである。 

このことから、机間指導中に「自分で読み取った『青い色で入力した』データの数値」であ

る旨を繰り返しアナウンスする等、抽出すべき内容を伝達し、生徒の解釈で意見の方向性がず

れない工夫をするべきであったと考えた。 

図10 実際の生徒の気付き（Ａさん）  
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図 11 実際の生徒の気付き（Ｂさん） 

 

次に、個人ワークで考察したそれぞれの意見をグループメンバーと共有し、出揃った意見から精

選された三つの意見をまとめて発表準備をした（図12）。 

図12：グループワークの様子 

 

(ｳ) 展開Ⅱ 

各グループでまとめた意見を発表し、クラス全体で共有した。個人ワークと同様に、図13で示す

ように意図した根拠となる数値を踏まえた発表をする一方で、眠りスキャンのデータを理解する

のに必要な根拠となる数値の情報の意味がうまく生徒に伝わっておらず、図14のように根拠とな

る数値に「感想」を表現して発表するグループがあった。 

図13 実際の発表スライド（１班） 
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図14 実際の発表スライド（２班） 

 

(ｴ) まとめ 

●振り返り及び、知識・技術の観点別学習状況の評価について 

本時の授業展開の最後に自己評価及び振り返りを実施した。図15は、生徒の自己評価及び振り

返りで、「十分満足できる」の評価に該当する例である。図の囲み部分は、授業を通して眠りス

キャンのデータを単なる睡眠データと捉えずに、連続した生活の流れの中で利用者を把握して支

援の糸口にするという観点が芽生えている部分であり、学習指導案を制作する過程で目標として

いた生徒の変容が見られた部分である。利用者のデータ数値を断片的ではなく連続した生活と捉

えることで、より良い支援に結び付ける、「生きて働く知識・技能」が身に付いた。 

図15：十分満足できると評価できる生徒のコメント 

 

●主体的に学習に取り組む態度についての生徒の授業における活動とその評価について 

生徒が50分の授業に見通しが持てるよう、授業内容とその手順及び各手順で想定される時間の

提示をして授業を進行したが、グループ発表準備段階で、提示した時間では発表が完成しないと

気付いた生徒が、教師に対し発表準備時間の延長と、発表時間の調整を申し出た。さらに生徒達

は、自ら話し合い、具体的な時間調整案を教師に提案した。  
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「主体的に学習に取り組む態度」の評価には「粘り強い取組を行おうとする側面」と「自らの

学習を調整しようとする側面」が存在する。生徒は、発表活動の過程で試行錯誤しつつ、より良

い発表にするために自発的に行動し、発表を完成させた。この行動は、記録物によらない、生徒

の主体的な活動として評価できるポイントであると考える。 

 

ウ 今後の課題 

本研究は、福祉現場の実態に即したＩＴ機器のデータ読み取りを中心とした学習であり、「数値」

という根拠を持って利用者をアセスメントする力を育成する点において非常に意義深いものである

と感じた。しかし、データの持つ「数値」の意味を生徒が理解し、導き出すための仕組みづくりが

十分でなかった。 

生徒に情報として収集して欲しかったデータの「数値」は、前時で取り組んだ眠りスキャンのデ

ータから読み解いたものである。しかし、その数値にある情報を明確に理解せずに授業を進めたた

め、意図しないデータとして「数字」を読む生徒が少なからずいた。その改善に向けた方策として、

ワークシートなどの表記や例示を詳細にすることや、机間指導での細やかな声掛け指導がより一層

必要であると考える。 

介護は、断片的な数値や個々のケア（排泄介助のみ、食事介助のみ）ではなく、１日、１週間、

１年という『連続的な生活』を意識しながら、さまざまなデータの数値やケアの様子を支援技術に

役立てる。その意味において、今回の研究授業は、数値化された睡眠のデータを用いながら、多角

的な視点を持って援助方法を導き出すための見方や考え方の育成につながったと考える。 
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総合的な探究の時間 

「総合的な探究の時間」は、各学校において育成を目指す資質・能力や学校の特色によってその目標が

決まるため、この時間の教育活動が創意工夫に満ちた豊かなものになるよう、組織的な授業改善を進めて

いるところである。特に高等学校では、生徒の実情や地域から期待される役割などが非常に多様で、「総

合的な探究の時間」において育成を目指すべき資質・能力がその高等学校のスクール・ミッションを体現

するものであり、学校全体で教職員が連携してその実現に向かっていくことが必要である。その中で県立

高校改革実施計画(Ⅲ期)における教育課程研究開発校が、「総合的な探究の時間」に係る研究(令和４年

度～令和６年度)の指定校として11校指定された。全般的な研究として６校(市ケ尾、横浜清陵、藤沢西、

秦野総合、大和、津久井)、ＳＤＧｓをテーマとした展開に係る研究として５校(川崎、舞岡、横須賀南、

山北、有馬)が研究を行っている。どの学校においても組織的な取組として、「総合的な探究の時間」を

カリキュラム・マネジメントの中核として進めていくために、各教科・科目等との関わりを意識しながら、

学年・教科等を横断して学校全体で組織的に研究を進めている。

「総合的な探究の時間」については、教育課程研究会の研究推進委員を選出せず、県立高校指定校事業

での取組で対応することとしている。指定校事業開始初年度(平成31年度)から「研究報告」を作成し、教

育課程研究会の研究報告に掲載している。 

今年度は、各学校が指定期間(令和４年度～令和６年度)の最終年度として、研究のねらいである「探究

のプロセスによる学習過程を実現するための適切な指導の在り方、探究的な学習の指導力向上」について、

各学校のテーマに沿って、研究を推進してきた。今回は、２校(横浜清陵、横須賀南)の実践事例とその工

夫についてまとめた。 

● 横浜清陵高等学校

１ 研究のテーマ

(1) 研究テーマ

「総合的な探究の時間」における問題の解決や探究の過程において、課題の設定、情報の収集、整理・

分析、まとめ・表現といった学習の過程に基づく取組を展開し、「主体的・対話的で深い学び」の実現

に向けた授業実践につながる教科等横断的なカリキュラムを開発するとともに、組織的な取組としての

位置付けをより明確にするための実践方法について研究する。 

(2) 研究のねらい

探究のプロセスを取り入れた教科等横断的な授業の実践を目指すとともに、「総合的な探究の時間」

の組織的な研究に係る在り方を研究する。 

２ 実践事例 

(1) 単元の指導と評価の計画

ア 科目名：「総合的な探究の時間」

イ 単元名：個人探究①

ウ 単元の目標：探究の四つのプロセスを踏まえ、個人のテーマに沿った探究活動の実践を通して、探

究のプロセスの特性を理解し、社会とのつながりや自分の人生について考えるととも 

に、自らのよりよい在り方を目指し、社会に貢献しようとする態度を育てる。 

エ 単元の評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

探究の四つのプロセスの特性を

理解し、探究活動に生かしてい

る。 

探究課題へアプローチするため

に、具体的にどのように取り組む

かを論理的に考え表現し、探究活

動に生かしている。 

自己の在り方生き方を考え、自ら

の探究課題と社会とのつながりを

考え、社会に貢献しようとしてい

る。 
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オ 単元の指導と評価の計画 ○「記録に残す評価」 ●「指導に生かす評価」 

次 時 学習活動 知 思 態 指導のポイント 

１ 

１
～
３ 

・前単元で設定した個人テーマによって

分科会に分かれる。 

・テーマに基づく仮説を立てる。 

● 

 

  〇仮説は妥当性とともに検証

可能であるかが重要である。 

２ 

４
～
６ 

・夏季休業に取り組む探究活動の計画を

立てる。 

・情報の収集や仮説検証の準備をする。 

〇   〇探究の四つのプロセスを踏

まえて活動の見通しを立てる

ことが重要である。 

(夏休み 各自で探究活動の実践) 

３ 

７
～
９ 

・夏季休業の活動報告書を提出する。 

・実践の結果を分析したり、資料にまと

めたりする。 

・発表用のスライドを作成する。 

 〇  〇振り返りや自己評価だけで

なく、次への展望を必ず盛り

込むことに注意する。 

４ 

 

10 

 

12 

・分科会ごとに夏季休業の探究実践を発

表する。 

・評価シートを記入し、結果をアンケー

トフォームに入力する。 

 ○ 〇 〇検証結果等よりも探究のプ

ロセスに沿ってどのように課

題にアプローチしたのかを意

識して発表するよう指導す

る。 

カ 授業実践例 (10時間目／12時間) 

学習活動(指導上の留意点を含む) 
評価の観点 

(評価方法) 

①生徒発表を行う。 

プロジェクターを用いて探究活動実践報告の発表を行う。 

 

②相互評価を行う。 

発表を聞きながら相互評価シートを記入し、全ての発表終了後フィードバック

用のアンケートフォームに入力する。 

 

発表することを通し

て、よりよい探究と

なるよう自らの活動

や考えを伝えること

ができる。(思考・

判断・表現) 

研究実施校：神奈川県立横浜清陵高等学校(全日制) 

実 施 日：令和６年10月18日(金) 

授業担当者：南 大樹 教諭 

 

(2)「指導と評価の一体化」の実現に向けたポイント 

 【学校の視点から】 

  発表のねらい 

   発表では、探究活動の成果を求めることのみにとらわれないように注意が必要である。生徒は明

確な成果なしに発表することに不安を感じ、教師も成果に安心を覚え、結果として最も重視すべき

探究の過程を見失いかねない。探究の過程こそが「総合的な探究の時間」の本質であるととらえる

べきである。 

発表の機会を設けることに対する探究の視点からのねらいは主に二つある。一点目は発表を区切

りとし、言語化や図式化を通して効果的な探究活動の振り返りに資すること。二点目は他者からの

フィードバックを受け、新たな視点を取り入れて次の探究サイクルに生かすことである。 

  生徒によるフィードバックにはアンケートフォームを使用した。続く論文・発表に向けて新たな

課題の設定に生かすように指導している。教師とは個別面談を行い、生徒による相互評価を確認す

るとともに次の探究サイクルに向け支援を行う。 

   

 

～ 
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【教育課程研究会担当の視点から】 

発表のねらい 

    情報の整理・分析を行った後、それを他者に伝えたり、自分自身の考えとしてまとめたりする学

習活動を行うことにより、それぞれの生徒の既存の経験や知識と学習活動により整理・分析された

情報とがつながり、一人ひとりの生徒の考えが明らかになったり、課題がより一層鮮明になったり、

新たな課題が生まれたりしてくる。このことが学習として質的に高まることであり、表面的ではな

い深まりのある探究活動を実現することにつながる。 

まとめ・表現においては、次の点に配慮することが大切である。 

① 相手意識や目的意識を明確にしてまとめたり、表現したりすること。 

② 情報を再構成し、自分自身の考えや新たな課題を自覚できるようにすること。 

③ 伝えるための具体的な手順や作法を身に付け、目的に応じて選択して使えるようにすること。 

④ 各教科・科目等で身に付けた表現方法を積極的に活用すること。 

 

● 横須賀南高等学校 

１ 研究のテーマ 

(1) 研究テーマ 

  「総合的な探究の時間」の組織的な取組の研究 

(2) 研究のねらい 

  探究活動を実現するための指導方法、学習プロセスについて研究する。 

 

２ 実践事例 

(1) 単元の指導と評価の計画 

ア 科目名：「社会実践(普通科)」、「介護総合演習(福祉科)」(両科とも「総合的な探究の時間」に

該当) 

イ 単元名：「私たちで取り組むことができるＳＤＧｓ」 

ウ 単元の目標：ＳＤＧｓの視点に立った授業や教育活動を通して、地域や社会に係る課題の発見のた 

めに必要な知識を身に付けた上で、共生社会の担い手を目指して行動することで、主 

体的・積極的に社会に参画、貢献しようとする態度を育成する。 

エ 単元の評価規準 

オ 単元の指導と評価の計画 ○「記録に残す評価」 ●「指導に生かす評価」 

次 時 学習活動 知 思 態 評価方法 

１ １ 

「届けよう、服のチカラ」プロジェクト① 

・株式会社ファーストリテイリングの社員

による講演会を開催する。難民・国内避難

民や国連機関のＵＮＨＣＲに関する知識、

「私たち」で取り組むことができる活動に

ついて考える。 

 〇 ● ・行動観察 

・ワークシート 

２ 

２ 

 

３ 

ＳＤＧｓカードゲーム2030 

・社会法人イマココラボの講師による講演

会を通して、生徒たちにＳＤＧｓの理解を

深めさせ、課題解決のためには、各国の意

識変革や協力体制が必要であることを認識

する。そして、ＳＤＧｓが目指す世界をカ

ードゲームで体感し、2030年の世界と自分

〇  ● ・行動観察 

・ワークシート 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

地域や社会に係る課題の発見の

ために必要な知識を身に付けて

いる。また、探究活動における

技能を身に付けている。 

探究活動の中で、共生社会の担い

手として、「私たち」が携われる

行動を考え、実行している。 

地域社会に関心を持ち、課題に対

して主体的・積極的に多様な意見

を吸収し、自ら課題を設定し解決

しようとしている。 

～ 
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の未来を描くキャリアビジョンを探究す

る。 

３ ４ 

「届けよう、服のチカラ」プロジェクト② 

・文化祭での回収に向けた広報活動等を行

う。回収した古着を段ボールに梱包し、難

民キャンプへ送り届ける。 

  ● ・行動観察 

４ ５ 

学習成果発表会 

・普通科では、子ども服の古着の回収につ

いて集計発表する。 

・福祉科では、「すべての人に健康と福祉

を」をテーマにした発表を行う。 

〇  〇 ・発表 

・スライド 

・ポスター 

カ 授業実践例 (１時間目／５時間) 

学習活動(指導上の留意点を含む) 
評価の観点 

(評価方法) 

「届けよう、服のチカラ」プロジェクトⅠ 

①「突然起きる」シチュエーションについて考える【個人ワーク】 

「日本で紛争が起こりました。あらゆる場所が戦場に」という問いで、今回の

テーマである難民の話題につなげる。 

②難民とは？【個人ワーク】 

難民をめぐる背景や状況を学ぶ。生徒に難民とは何かを答えさせ、戦争だけで

はなく(戦争が難民の要因と考える生徒が多数と予想)人種、宗教、国籍、政治的

な意見など様々な要因が関係していることを教示する。 

③紛争避難体験ワーク【グループワーク】 

「もしも自分が明日、紛争に巻き込まれたら」と、難民の生活を生徒にイメー

ジさせる。質問「避難先で持って行くアイテム七つ(水、食料、衣服、お金、ス

マホ、薬、家族の写真)の優先順位をつけなさい」ではグループ内で５分間話し

合わせ、発表を１分間で行う。グループ内での意見をまとめるルール「相手の意

見を否定しない」「多数決は使わない」「直感で決めない、理由をつける」を提

示する。 

④難民の持ち物は何だろうか？【グループワーク】 

赤ちゃんを持つ親、高校生、６歳の子どもの難民が避難先へ持って行く荷物の

イラストを生徒に提示する。その共通点とし

て「服」をそれぞれ持ち物としていることに

気付かせる。 

⑤服のチカラについて【個人ワーク】 

服の持つ役割・機能を教示する。「いの

ち」を守る保健衛生的機能、「気持ち」を高

める心理的機能、社会との「つながり」を持

つための社会的機能の三つのチカラがあるこ

とを生徒に理解させる(図１)。 

⑥私たちにできることには何があるのだろう 

か？【個人ワーク】 

服にはいくつものチカラがあり、難民支援に 

つなげられることを説明する。そして、国連機 

関ＵＮＨＣＲと協力し、難民・国内避難民の子どもたちに古着を届ける活動を生

徒に呼びかける。最後に実際にどのような流れで服を回収するかを説明し、生徒

が集めた古着を受け取る難民の子どもたちの状況について学ばせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・【主体的に学習に

取り組む態度】 

ワークショップに主

体的・協働的に取り

組んでいる。 

 

 

 

 

 

 

・【思考・判断・表

現】 

自分たちでできる活

動に興味・関心を持

ち、具体的な計画を

立てている。 

 

 

 

研究実施校：神奈川県立横須賀南高等学校(全日制) 

実 施 日：令和６年６月20日(木) 

授業担当者：大内 美咲 教諭(以下同様に担当) 

 

 

図１ 「届けよう、服のチカラ」

プロジェクトによる講演会 
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(２時間目／５時間) 

学習活動(指導上の留意点を含む) 
評価の観点 

(評価方法) 

ＳＤＧｓカードゲーム2030の実施 

●社会法人イマココラボの担当者との打合せ事項 

グループ編成については、４人グループだと傍観する生徒が出てしまう恐れが 

あるため必ず２～３人で組むこと、普段から仲の良いメンバーで組まないこと

(なお当日は出席番号順で編成)を厳守する。またゲーム中、積極的に参加してい

ない生徒、ルールを理解できていない生徒がいたとしても教師は手助けをしない

ことも徹底する。 

①生徒を体育館へ移動 

１学年全員を体育館へ移動させ、表１(※点線はプロジェクトカードの受け渡 

しの動線)のように予めクラス毎に設営された箇所に着席させる。 

 

表１ 体育館設営図 

 

②ＳＤＧｓとは？【個人ワーク】 

ＳＤＧｓの17の目標のうち、「１.貧困をなくそう」「２.飢餓をゼロに」 

「３.すべての人に健康と福祉を」「４.質の高い教育をみんなに」「５.ジェン

ダー平等を実現しよう」「６.安全な水とトイレを世界中に」を見ると、貧困や

飢餓、教育や健康など開発途上国に対する支援に見える。「７.エネルギーをみ

んなにそしてクリーンに」「８.働きがいも経済成長も」「９.産業と技術革新の

基盤をつくろう」「10.人や国の不平等をなくそう」「11.住み続けられるまちづ

くりを」「12.つくる責任つかう責任」になると、先進国にも密接する目標であ

ることに気付き、目標13以降となると、気候変動、海・陸の環境保全など、開発

途上国や先進国だけの課題ではないことが分かる。したがって、全ての目標を達

成していくには、世界各国が歩幅を合わせて取り組む必要があり、本時のカード

ゲームで実体験すると説明する。 

③ルール説明 

各クラスに配置されている有資格者のファシリテーターがカードの受け渡しや 

「事務局(ゲーム内の役割)」を担う。 

④カードゲームの実施【グループワーク】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・【主体的に学習

に取り組む態度】 

ワークショップに

主体的・協働的に

取り組もうとして

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

実 施 日：令和６年７月18日(木) 
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(３時間目／５時間) 

学習活動(指導上の留意点を含む) 
評価の観点 

(評価方法) 

ＳＤＧｓカードゲーム2030の振り返り 

①カードゲームの振り返り【個人ワーク】 

各教室へ移動し、オンラインで配信され

た講義を受ける。体育館でのカードゲーム

の結果の説明で「個人の意識、行動」が

「私たちの世界の変容」につながることを

体験できたと自覚させる(図２)。 

 

 

 

図２ カードゲームの振り返り 

②これからの自分の目標づくり【個人ワーク】 

「何をしたら世の中のためになるのか」「最初は自分のゴールに目線が行

きがちだが、他の人(他国)と連携することが重要になる」と、自分の目的だ

けで動いても望む世界を実現できないことに気付かせ、生徒の選択が世界に

影響を与えるとともに、今後の自らの目標について考えさせる(表２)。 

 

表２ 振り返りシート 

 

・【知識・技能】 

世界が抱えている課題

(難民問題等)の知識を

積極的に理解し、その

背景を見いだしてい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実 施 日：令和６年７月18日(木) 
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(４時間目／５時間) 

学習活動(指導上の留意点を含む) 
評価の観点 

(評価方法) 

「届けよう、服のチカラ」プロジェクトⅡ 

①文化祭での子ども服古着の回収【１学年】 

子ども服の古着をできるだけ多く回収するために、広告チラシを発行させ 

る。その際、必ず洗濯をしてから古着を持参すること、パンツや靴下などの下

着や、帽子・靴・マフラー・ベルト、アクセサリーなどの小物類は回収不可で

あること、迷彩・武器・ドクロ・血液柄のものも回収不可である旨を記入する

よう指導する。 

回収ボックスのデザインを考案・制作させる。文化祭で実施したユニクロに

よる講演会を受けての感想や難民に関する調べ学習を壁新聞としてまとめたも

のを展示させる。 

②国際交流委員による古着の仕分け・梱包作業 

回収した子ども服を「キッズ用(110cm～160cm 

)半袖・半ズボン(春夏用)」「キッズ用(110cm～

160cm)長袖・長ズボン(秋冬用)」「ベビー用」

(60cm～100cm)」に仕分けさせ、カテゴリー毎に

段ボールに梱包させる(図３)。 

 

図３ 古着を梱包する様子 

・【主体的に学習に

取り組む態度】 

課題の重要性に気付

き、積極的にワーク

ショップに取り組も

うとしている。 

実 施 日：令和６年11月21日(木) 

 

(５時間目／５時間) 

学習活動(指導上の留意点を含む) 
評価の観点 

(評価方法) 

学習成果発表会 

学習の振り返りの場としており、発表を通して挑戦する力を養い達成感を得 

る。ステージ発表と展示発表により何を学んでいるかをお互いに共有する教育

活動である。 

①探究活動のまとめ 

普通科では、今年度の「服のチカラ」プロジェクトの活動報告と展示発表を 

行う。 

福祉科では福祉実習・保育実習の探究活動報告を行う。 

発表者以外の生徒は自分たちの活動の振り返りとして発表を見るよう指導す 

る。 

学習成果発表会前のリハーサルで、原稿チェック、スライドの見やすさ、読 

み合わせ等のプレゼンテーション力の育成を担当教師が指導する。 

②発表の振り返り 

今回の発表を通して、今後のＳＤＧｓ活動の計画について検討させる。 

・【主体的に学習に

取り組む態度】 

これまでの活動を他

者に伝えようとする

意欲が見られ、また

今後の活動について

も計画しようとして

いる。 

 

実 施 日：令和７年３月24日(月) 

 

(2) 「指導と評価の一体化」の実現に向けたポイント 

【教育活動の設定】 

   本校が教育課程研究開発校として「ＳＤＧｓをテーマとした展開」の指定をいただいた際、学校のカ

リキュラムを調整し、かつ本校の生徒の実態に適う教育活動を模索する必要があった。本校では普通科

と福祉科の併設校のため、各科で「総合的な探究の時間」の時間割や目標が異なる。したがって、多様

性を踏まえた授業、福祉科実習、姉妹校交流など、これまでの本校の教育活動を踏まえたあらゆる場面

においてＳＤＧｓの視点で探究的な学びを実践していくことに決定した。その一環として、学校行事と

連携した「届けよう 服のチカラ」プロジェクトと社会法人イマココラボ「ＳＤＧｓカードゲーム

2030」を取り入れた。また、本校の福祉科においては、保育実習等の外部の福祉施設への交流を通した

学習活動もＳＤＧｓ教育に組み入れた。 

それぞれの活動で、①生徒が「自分事」として捉えること(地域社会に関心を持ち、課題に対して主

体的・積極的に多様な意見を吸収し、自ら課題を設定し解決しようとする)、②課題に取り組むための
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リサーチ力(課題の発見のために必要な知識を身に付け、アンケート調査、広告・宣伝などの方法を正

確に実行することを身に付ける)、③学びの実行と表現力(共生社会の担い手として、「私たち」が携わ

れる行動を考え、実行する)を身に付けることを目標にし、評価規準とした。 

【ＳＤＧｓカードゲーム2030の実施】 

ＳＤＧｓカードゲーム2030はＳＤＧｓの17の目標を達成するために、生徒たちが異なる価値観や違

う目標を持った「国」となり、各国が個人の目標を達成しながらどのように持続可能な世界を実現し

ていけばよいのかを体験するものである。ゲームが持つ面白さに自ずと熱中しながら、気が付かない

うちにＳＤＧｓの本質を体験することができる。本単元では、ＳＤＧｓの教養を生徒が得るだけでなく、

「自分事」と捉え、将来に向けた見通しを立てるキャリア教育の側面も期待した(表２)。したがって、

生徒が将来への見通しを立てるところまでを評価対象とした。 

 その結果、振り返りシートより「１番大事にしたいゴール」として人数の多い項目が「11.住み続け

られるまちづくりを」(14人)と「14.海の豊かさを守ろう」(12人)である。生徒たちは海に囲まれた横

須賀・三浦という地元に興味・関心を持ち、環境保全に興味・関心があることが伺える。本校の学校行

事である地域清掃、保育実習等の地域との交流活動の影響もあると考えられる。また、「１番大事にし

たいゴールを達成するため、2030年のあなたは何をしていますか？」「24時間以内のアクションを考え

よう」といった今後の生徒の将来に関する問いでは、普段の学校生活への取組を重視する回答が多く、

これがのちにＳＤＧｓの課題解決の貢献につながると生徒が自覚できていることが分かった。 

【届けよう、服のチカラプロジェクト】 

   「総合的な探究の時間」において、「知識を得て(＝調べ学習)、自分なりの考えを持つこと＝(探究)」

といった姿勢を育成すべく、次のような学習段階を構成した(表３)。 

 

   表３ 学習段階の構成 

 

 

 

 

ＳＤＧｓの基本知識は１学年の公民科の「公共」で習得しているため、座学での学びを実践へと昇華

させるべく、「総合的な探究の時間」を活用する。ＳＤＧｓといった壮大な課題に対して、生徒が社会

のために「できることは何か」を追求するにあたり、古着のリサイクルの案が挙がった。そこで株式会

社ファーストリテイリングの「届けよう、服のチカラ」プロジェクトに携わることになった。 

   回収された子ども服は、世界各国の紛争地域の難民キャンプへと送り届けられるため、知識の吸収で    

は、生徒たちに国連が定めた「難民」の定義や数値等を調べさせ、「もしも自分が明日、紛争に巻き 

込まれたら」というケースをイメージさせ、「自分事」として捉えさせるようにした。それを踏まえ 

て、「難民」問題は、自分とは無関係ではないことを自覚させ、その問題を解決するために、できる 

ことは何かを考えさせ、その行動を実践する流れとした。昨年度は、生徒たちの自己肯定感を高める 

ために学校内外に発表の場を設けた(図４・５)。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 横須賀いいね★エコ活動賞授賞       図５ 横須賀・三浦地区探究活動発表 

【学習成果発表会】 

   学習成果発表会は、１年間の授業または課外学習における学習の内容や成果を発表・展示するイベン

 

                          

 

知識の吸収 できることの模索 実践 
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トで、「学びや体験を通じて、多様性を認め、主体的・積極的に社会に参画、貢献しようとする態度を

育成する」を生徒たちの目指すべき姿と定めている。普通科では子ども服の古着の回収の集計発表を、

福祉科では「すべての人に健康と福祉を」をテーマにした発表を行う予定である。福祉科ではＳＤＧ

ｓの目標の中でも特に「福祉」というキーワードを重視している。遠い国の話ではなく、自分たちの暮

らす社会の中でどのように目標を達成していけるのか、高校生である生徒自身が自分たちでできること

を模索し、行動する意識を高める発表になるように指導していく。 

 

参考文献 

・文部科学省 2023 『今、求められる力を高める総合的な探究の時間の展開(高等学校編)』 

・国連ＵＮＨＣＲ協会(Ｊａｐａｎ ｆоｒ ＵＮＨＣＲ)『難民についての授業の広場』 

https://www.japanforunhcr.org/archives/forteachers (2024年12月４日取得) 

・社会法人イマココラボ 

imacocollabo ｜イマココラボ 

・株式会社ファーストリテイリング 「届けよう、服のチカラ」プロジェクト事務局『ユニクロとSDGs』 

https://www.uniqlo.com/jp/ja/contents/sustainability/sdgs/index.html 
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特 別 活 動 

１ 研究のテーマ 

(1) 研究テーマ

組織的な授業改善の推進

～『指導と評価の一体化』の実現に向けてＳＳＥの視点を取り入れたホームルーム活動の実践～

(2) 研究のねらい

『高等学校学習指導要領(平成30年告示)解説特別活動編』(以下、『解説』という)には、「特別活動は

『なすことによって学ぶ』ことを方法原則とし，各学校において特色ある取組が進められているが，各

活動・学校行事において身に付けるべき資質・能力は何なのか，どのような学習過程を経ることにより

資質・能力の向上につなげるのかということが必ずしも意識されないまま指導が行われてきたという実

態も見られる。特別活動が各教科等の学びの基盤となるという面もあり，教育課程全体における特別活

動の役割や機能も明らかにする必要がある」(『解説』ｐ.６)と示されている。本部門では、特別活動

が教科等の学びの基盤となることから、特別活動の指導改善が進むことにより、各教科等の指導改善に

もつながると考える。また、評価の事例も併せて示すことで、各学校の指導と評価の一体化を目指す上

での参考になると考える。さらに、本研究では全クラス一斉に公開研究授業を行うことで組織的な指導

改善を図っている。その中で、１学年と３学年の事例を併せて紹介することで、各学校が生徒の実態や

身に付けさせたい力、指導の段階を踏まえ、特色ある教育活動に組織的に取り組む上での参考になると

期待している。 

２ 研究の内容及び方法 

本研究では、特別活動における資質・能力の三つの視点(「人間関係形成」「社会参画」「自己実

現」)から合意形成や意思決定を実践するホームルーム活動を行った。昨年度に引き続き、推進委員の

所属校の実態や身に付けさせたい力を踏まえて、「ＳＳＥ(Social Skills Education)」(以下、ＳＳＥ

という)をテーマに設定し、指導と評価の計画を作成した。柏陽高等学校の事例では、第３学年全クラ

スにて実施し、昨年度第２学年として実施した研究から発展させる形となった。新羽高等学校の事例で

は、推進委員が第１学年の担任教諭に指導内容をレクチャーし、公開研究授業は第１学年の各クラスで

担任教諭が一斉に実施した。

｟補助簿について｠ 

  日々の活動や様子を観察し、蓄積していく評価補助簿は、生徒の良さを積極的に読み取り、記録を

蓄積していくことで、「人間関係形成」「社会参画」「自己実現」を育んでいく上でとても有効なツ

ールであると考える。生徒一人ひとりの活動の状況を把握すると同時に、学年や全校の教師が評価資

料を共有することができるため、共通理解を図り、学校の学年の教育方針を明確化して、生徒に対す

る多角的・多面的指導に資することができる。「目指す生徒の姿」の実現に向けた評価実践に補助簿

を活用することで、より具体化された指導と評価の一体化が実施できると考えている。 

３ 指導事例 

  推進委員のうち２名の所属校(県立柏陽高等学校・県立新羽高等学校)にて公開研究授業を実施した。 

(1) 事例１(県立柏陽高等学校)

ア 目指す生徒の姿

「グローバルリーダーとして、次代を担う人材」の育成を目指す。具体的には、将来の国際社会

でリーダーとして活躍する人材の育成を目指し、高い学力・コミュニケーション能力・リーダーシ

ップを身に付けさせるとともに、豊かな人間性・社会性を育む。

イ 指導と評価の計画案

「ＳＳＥについて考え、学校(日常)生活での課題を見いだし自己実現に生かす」
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   (ｱ) 生徒(学校)の様子 

   生徒(学校)の様子：本校は「学力向上進学重点校」として、将来の国際社会でリーダーとして 

活躍する人材の育成を目指し、高い学力・コミュニケーション能力・リーダーシップを身に付け 

させるとともに、豊かな人間性・社会性を育むよう、「授業の工夫」「グローバル教育」「系統 

的進路指導」「生徒主体の行事運営」等を行っている。一方、学校生活を送る中で、学力は高い 

がコミュニケーションに「苦手意識」を持っている生徒や、さまざまな部分で協働したり、学習

と行事や部活動を両立したりすることに「疲れ」を感じている生徒も多く、ホームルーム教室ご

とに異なる課題もある。また、現状として３年生は大学入試をゴールと捉え、卒業後を見据えた

「自己実現」について考えることができず、大学入試への不安や緊張などから学校生活や生活リ

ズムが乱れ、後期に欠席や遅刻が増えてしまう状況が見られる。 

   (ｲ) 内容のまとまり 

     「ホームルーム活動(1)ホームルームや学校における生活づくりへの参画」 

   (ｳ) 議題 

     「自己実現に向けよりよい学校生活を送るために、ロールモデルについて関心を持ち、自分と比

較し、気付きを他者と共有する」 

(ｴ) ホームルーム活動(1)で育成を目指す資質・能力 

  〇自己実現に向け、多様な他者と協働するさまざまな集団活動の意義や活動を行う上で必要とな  

ることについて理解し、行動の仕方を身に付けるようにする。［知識及び技能］ 

〇自己実現に向け、集団や自己の生活、人間関係の課題を見いだし、解決するために話し合い、

合意形成を図り、意思決定したりすることができるようにする。［思考力、判断力、表現力等］ 

〇自主的、実践的な集団活動を通して身に付けたことを生かして、主体的に集団や社会に参画し、

生活及び人間関係をよりよく形成するとともに、人間としての在り方生き方についての自覚を

深め、自己実現を図ろうとする態度を養う。［学びに向かう力、人間性等］ 

   (ｵ) 内容のまとまりごと評価規準 

     【ホームルーム活動(1)ホームルームや学校における生活づくりへの参画】 

よりよい生活を築くための 

知識・技能 

集団や社会の形成者としての 

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

自己実現に向け、ホームルーム

や学校、社会生活を向上・充実

させるために諸問題を話し合っ

て解決することや、他者を尊重

し協働して取り組むことの大切

さを理解している。 話合い活動

や合意形成を得るための手順や

活動の方法を身に付けている。 

自己実現に向け、ホームルーム

や学校、社会生活を向上・充実

させるための課題を多角的に見

いだしている。 課題を解決する

ために話し合い、 多様な意見を

生かして合意形成を図り、協働

して実践している。 

 

当事者として、自己実現に向け

多様な他者と積極的に協働しな

がら日常生活の向上・充実を図

ろうとしている。 他者への尊重

と思いやりを深めて互いのよさ

を生かす人間関係を作ろうとし

ている。 
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(ｶ) 一連の活動と評価 

時
間 

議題及び題材 

ねらい・学習活動 

目指す生徒の姿 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に取り

組む態度 

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動
１ 

【テーマ：学校(日常)生活での課題を

見いだし自己実現に生かす①】  

学校(日常)生活について振り返り、

グループワークの中でロールモデル

を設定する。 

○ねらい  

 受験を前に受験と卒業後になりたい

自分(イメージ)に向けて、ロールモ

デルと自分を比較し今の自分にある

もの、足りないものが何かを考え

る。 

○活動  

・スライドを用いた説明(全クラス

Google Meet)を聞き「自己実現」

「ロールモデル」について考える。 

・グループを作成し、今自分にあるも

の、足りないもの(行動)をロールモ

デルと比較し検討する。 

・グループ内で「自己実現」に向けた

行動のテーマを決める。 

(決めたテーマを今後の日常生活で実

践する。) 

・授業内容を振り返り、Google フォ

ームにまとめ回答する。 

・ホームルームや学

校、社会生活を向

上・充実させるた

めにロールモデル

の理解を通じて、

諸問題を話し合っ

て 解 決 す る こ と

や、他者を尊重し

協働して取り組む

ことの大切さを理

解することができ

ている。 

 

・ホームルームや学

校、社会生活を向

上・充実させるた

めのロールモデル

の理解を通して、

自己や集団の課題

を多角的に見いだ

している。 

  

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動
２ 

【テーマ：学校(日常)生活での課題を

見いだし自己実現に生かす②】  

 自己実現に向けて実践したことを振

り返り次回のスピーチへつなげる。 

○ねらい  

自己実現について実践したことを評

価し、学校(日常)生活に変化はあっ

たか振り返り検証し、次回の授業に

つなげる。 

○活動  

・自己実現に向け、決めたテーマを日

常生活で実践した内容について、授

業スライドを参考に評価を行う。 

・グループ内で個人の気付き等をワー

クシートにまとめ、次回の発表でク

ラス内へ共有する準備を行う。 

・授業内容を振り返り、Google フォ

ームにまとめ回答する。 

・多様な他者と協働

するさまざまな集

団活動の意義や、

活動を行う上で必

要となることにつ

いて理解すること

ができている。 

  

 

・当事者として、多

様な他者と積極的

に協働しながら日

常生活の向上・充

実を図ろうとして

いる。 
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ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動
３ 

【テーマ：学校(日常)生活での課題を

見いだし自己実現に生かす③】  

 自己実現に向けた実践をまとめ、他

者と共有し学校生活に生かす。 

○ねらい  

 自己実現に向けたロールモデルの設

定や実践後の気付きをクラス内で共

有し、今後の学校生活をより豊かに

するために課題解決を行い自己実現

に生かす。 

○活動  

・自己実現に向け設定したロールモデ

ルやこれまでの活動での気付きを、

クラス内で発表し共有する。 

・他者の発表を聞き今後の学校生活に

生かしていきたい内容を中心に振り

返り、Google フォームにまとめ回

答する。 

 ・話合い活動や合意

形成を得るための

手順や活動の方法

を身に付けてい

る。 

 

・課題を解決するた

めに話し合い、 

多様な意見を生か

して合意形成を図

り、協働して実践

している。 

 

・他者への尊重と

思いやりを深め

て互いのよさを

生かす人間関係

を作ろうとして

いる。 

 (ｷ) 本時の展開(ホームルーム活動３) 

a 議題 

自己実現に向けよりよい学校生活を送るために、ロールモデルについて関心を持ち、自分と比

較し、スピーチを通して気付きを他者と共有する。 

b 本時における目指す生徒の姿  

・話合い活動や合意形成を得るための手順や活動の方法を身に付けることができている。 

・課題を解決するために話し合い、 多様な意見を生かして合意形成を図り、協働して実践して 

いる。 

      ・他者への尊重と思いやりを深めて互いのよさを生かす人間関係を作ろうとしている。 

c 本時の展開 

 「自己実現に向けた実践をまとめ、スピーチを通して他者と共有し学校生活に生かそう」  

  生徒の活動 目指す生徒の姿 

導入 

(２分) 

①教師・学級委員より、本時の目標・授業内

容の説明を聞く。(本時は教師のみでなく

学級委員による主体的な授業運営) 

○教師・学級委員による説明を聞き、スピーチに向

け合意形成を行う意欲がある。 

(観察)【主体的に学習に取り組む態度】 

展開１ 

(３分) 

② 学級委員代表生徒によるスピーチ(Google 

Meet併用)を聞き、スピーチ内容から自己

実現に向けて自分の学校生活を振り返る。 

○教師・学級委員による説明を聞き、スピーチに向

け合意形成を行う意欲がある。 

(観察)【主体的に学習に取り組む態度】 

展開２ 

(40分) 

③これまでのＳＳＥの学習をいかし、学級委

員の指示により事前に決めた順番でスピー

チを行い、自己実現に向けた学びや気付き

を他者へ共有する。 

(目安１人１分×40人) 

○課題を解決するために話し合い、 多様な意見を

生かして合意形成を図り、協働して実践してい

る。(観察)【思考・判断・表現】 

○スピーチや合意形成を得るための手順や活動の方

法を身に付けることができている。(観察)【知

識・技能】 

 

終末 

(５分) 

④本時の振り返り・まとめ 

  学級委員より本時の活動の講評を聞き、こ 

れまでの学習内容を振り返り今後にいかし 

ていきたいことをGoogle フォームに回答 

し、フィードバックと合わせて送信する。 

(事後指導の際に活用) 

○学習内容を振り返り、他者の意見を取り入れるな

ど、お互いの良さを尊重し今後の学校生活に前向

きに取り組もうとしている。(Google フォーム)

【主体的に学習に取り組む態度】 
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研究実施校：神奈川県立柏陽高等学校(全日制) 

実 施 日：令和６年10月22日(火) 

授業担当者：小澤 卓明 教諭 

           

(ｸ) 評価 

     ・評価については、補助簿などを作成し個別に評価していく。以下評価補助簿(表１)の例と授業

時実際に記入されたもの(図１)を示す。 

 

○表１ ホームルーム活動２(評価補助簿)の例(抜粋)      

記載(評価)者                 

 

(特別活動：評価における評価者所感) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出
席
番
号(

1
-
4
0
) 

目指す生

徒の姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

名前 

ホームルーム活動２ メモ 

知識 態度 

多
様
な
他
者
と
協
働
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
集
団
活
動
の
意
義
や
、

活
動
を
行
う
上
で
必
要
と
な
る

こ
と
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
て
い
る
。 

当
事
者
と
し
て
、
多
様
な
他
者

と
積
極
的
に
協
働
し
な
が
ら
日

常
生
活
の
向
上
・
充
実
を
図
ろ

う
と
し
て
い
る
。 

1 生徒A       

2 生徒B       

3 生徒C       

4 生徒D    
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                 図１ 実際の評価補助簿の記載例 

 

(ｹ) まとめ(解説として) 

本事例では、昨年度研究テーマ「ＳＳＥ(ソーシャルスキルエデュケーション)」を発展させ、

「ロールモデルと自分の比較」を入口に、生徒一人ひとりが自分自身と向き合い、高校卒業後を見

据えた自己実現のための気付き(ヒント)を見つけ出し個々の進路に向けて活動する「課題解決型の

授業実践」を目的として行った。 

「指導と評価の一体化」に向けた授業計画に基づく授業実践や評価時に「評価補助簿の活用」、

「組織的な授業改善」に向けオンラインを併用した学年全クラス担任・副担任による同時進行など

研究テーマに合わせた授業方法、形態、評価方法の工夫を行った。特に評価においては、「評価補

助簿の活用」を主眼として、全クラス同様の方法(上記の(記載例)を参照)で担任・副担任が生徒の

様子を観察し、ホームルーム活動毎に指導と評価の計画に基づき観点別学習状況の評価を実施し

た。昨年度からの改善点として、生徒一人ひとりが１単位時間の目標や学習の見通しを持てるよう

に、また教師-生徒間の「指導と評価の一体化」の実現のため、ホームルーム活動１、２において

ワークシートを作成し、生徒一人ひとりの学習の成果を教師-生徒が把握し授業を進めることがで

きた。 

ホームルーム活動３の生徒の様子として、初めは緊張しながらも人前に立つと観衆を見ながら

堂々と自分の考えを話し、聞く側の生徒も集中し傾聴する姿勢ができていたため、どのクラスも安

心感のある雰囲気の中でスピーチが行われていた。また、クラスや学年を越えて教科担当等教師が

活動の様子を見守り、ホームルーム活動後に、３年の教師からは「今まで関わってきた中で更に生

徒の知らない一面を知ることができて良かった」という声や、他学年の教師から「柏陽３年生とい

う一つの完成した姿を見ることができて、今後の学級経営につなげたい」という声もあった。ま

た、ホームルーム活動を通した生徒の声として、「本気で本音を話せたことで自分を変えられたと

思う。みんなの知らない一面を知ることができてより近くなれたと思う。一人ではないのだという

気がして安心できた。」「みんなが将来に向けて考えていることや大切にしていることを聞ける機

会はとても素敵なものだった。私も自分のことを話すのは少し恥ずかしかったけれど、しっかり考

えて臨み、自信を持ち話すことができたためとても楽しかった。」など受験を前に自分自身に自信

を持ち前向きになることができたという生徒が多かった。一方で課題として、当日まで準備は進め

たものの人前で話すことに苦手意識のある生徒がうまく話すことができない場面も見られ、事後別

の機会を設けて話すなどフォローが必要な部分も見られた。 
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ホームルーム活動１、２において、自己実現に向けた「ロールモデルの設定」を通して、生徒自

身が「受験」がゴールでなくその先「どのような自分になりたいか」を考え、ホームルーム活動３

で今の自分自身の想いや考えを他者に共有することで、前向きに進路に向き合う時間が生まれ、生

徒の中で「自信」や「自己肯定感」の向上につながった。また、ホームルーム活動全体を通して、

教師のみでなく各クラス学級委員の生徒が主体となり授業を運営し、他者との話合いや考えの共有

を行う中で、学び合う態度や、認め合う態度に加え「他者理解力」「合意形成する力」「自己理解

力・自己分析力」を高めることができた。 

本研究の成果を学習指導要領(特別活動)の視点から考えると目標「(３)自主的，実践的な集団活

動を通して身に付けたことを生かして，主体的に集団や社会に参画し，生活及び人間関係をよりよ

く形成するとともに，人間としての在り方生き方についての自覚を深め，自己実現を図ろうとする

態度を養う。」と一致し、特別活動の根幹的な目標を達成しようとするものとなった。なお、昨年

度から継続した本研究の課題である「評価」について、研究では今後の進路活動に向けた面談の際

の資料として活用するなど「生徒理解」に生かすことができたが、各学校における「生徒に身に付

けさせたい力」と照らし合わせた上で「評価した内容をその後の活動へどう活用するのか」につい

て、生徒の実情に合わせ学年を超えて学校全体で考えていく必要がある。 

最後に、特別活動は、指導を通して担任の教師としての力量向上にもつながるため、教科指導に

もいかすことができる。学校全体での取組として定着させるため、内容については今後もカリキュ

ラム・マネジメントの視点も入れながら教科等横断的に検討していきたい。 

 

 

 

 

 

(2) 事例２(県立新羽高等学校) 

ア 目指す生徒の姿 

   ・ホームルームや学校、社会生活を向上・充実させるために、多種多様な考え方の背景を理解し、 

異なる立場に立って考えながら合意形成の手順や活動の方法を身に付けている。 

   ・ホームルームや学校、社会生活を向上・充実させるために、異なる立場に立って考えながら課題 

を多角的に見いだし、多様な意見を取り入れながら相手を尊重した意見交換をしている。 

   ・ホームルーム及び社会の一員として、主体的に学び考え、自分の意見を相手に伝えようとするだ 

けでなく、他者と協働しながら意見をまとめ合意形成を図ろうとする中で、良好な人間関係を作 

ろうとしている。 

 イ 生徒(学校)の様子 

     本校は、一つの学年に約400人の生徒が在籍する大規模校であり、生徒の人間関係も日々変化 

しやすい様子が確認できる。他者への関心が高い一面もあり、いわゆる「人懐っこい」面が強い。

それゆえに、自他のコミュニケーション上の境界線が曖昧になり、上手な線引きができなくな 

ってしまう様子がうかがえる。 

異なる背景や考え方を持つ者同士のコミュニケーションに課題を感じ、そのストレスが原因で 

学校生活から遠のいてしまう生徒も少なくない。 

生徒がよかれと思って行った行動が、思わぬ形で他者へ影響してしまい、コミュニケーション 

がうまくいかない様子もしばしば確認できる。これらのコミュニケーションにおける諸問題に対

して、生徒の実情に合わせたＳＳＥプログラムが有効であると考えられる。 

  ウ 内容のまとまり 

    「ホームルーム活動(1) ホームルームや学校における生活づくりへの参画」 

  エ 議題 

「バウンダリー(境界線)について考える」 

バウンダリー(境界線)とは、自分に対して行動をとってくる他人に対して、合理的・安全・

許容可能な手法であるかを判別するために個人が作成する、ガイドライン・ルール・制約であ

り、自他のバウンダリーについて考えることは、対等な人間関係を築くために必要なスキルで

ある、と生徒に示す。 
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  オ ホームルーム活動(1)で育成を目指す資質・能力 

   ○ホームルームや学校、社会生活を向上・充実させるために、バウンダリー(境界線)やアサーショ 

ン(※)について理解し、自他のバウンダリーについて考える方法を身に付けている。【知識及び 

技能】 

   ○ホームルームや学校、社会生活を向上・充実させるために、異なる立場に立って考えながら課題 

を多角的に見いだし、多様な意見を取り入れながら相手を尊重した意見交換をしている。【思考 

力、判断力、表現力等】 

   ○多様な他者と積極的に協働しながら日常生活の向上・充実を図り、他者への尊重と思いやりを深 

めて互いのよさを生かす関係を作ろうとしている。【学びに向かう力、人間性等】 

※【アサーションについて】 

  アサーションとは、コミュニケーションスキルの一つであり、自分の気持ちを正直に伝えつ 

つ、相手を傷つけないで両者ともに納得できる話し方である、と生徒に示す。 

 

  カ 内容のまとまりごとの評価規準 

    【ホームルーム活動(1)「ホームルームや学校における生活づくりへの参画」の評価規準】 

  キ 一連の活動と評価 

時
間 

議題及び題材 

ねらい・学習活動 

目指す生徒の姿 

知識・技能 
思考・判断・表

現 

主体的に学習に取

り組む態度 

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動
１ 

【テーマ：第１回ＳＳＥプログラム 

バウンダリーについて知り、自他

のバウンダリーに触れる】 

○ねらい 

バウンダリーという考え方につい

て理解し、自分のバウンダリーに

ついて考える。 

○活動 

他者のバウンダリーに触れ、自分

のバウンダリーとの差について考

える。 

・バウンダリーの

考え方を理解

し、自分のバウ

ンダリーについ

て考えている。 

 

 ・自分のバウンダ

リーは自分で決

めてよいことを

理解した上で、

線引きをしよう

としている。 

 

 

よりよい生活を築くための 

知識・技能 

集団や社会形成者としての 

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

ホームルームや学校、社会生活を

向上・充実させるために、バウン

ダリーやアサーションについて理

解し、自他のバウンダリーについ

て考える方法を身に付けている。 

ホームルームや学校、社会生活を

向上・充実させるために、異なる

立場に立って考えながら課題を多

角的に見いだし、多様な意見を取

り入れながら相手を尊重した意見

交換をしている。 

多様な他者と積極的に協働しな

がら日常生活の向上・充実を図

り、他者への尊重と思いやりを

深めて互いのよさを生かす関係

を作ろうとしている。 
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ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動
２ 

【テーマ：第２回ＳＳＥプログラム 

バウンダリーを守るためのコミュ

ニケーションスキル「アサーショ

ン」を身に付ける】 

○ねらい 

アサーティブな考え方と、そうで

ない考え方の違いを理解し、自分

のバウンダリーを守り、他者のバ

ウンダリーを尊重するためのより

よいコミュニケーション能力を身

に付ける。 

○活動 

コミュニケーション事例を挙げ、

その際のバウンダリーについて考

え、他者と共有する。バウンダリ

ーを守るためにアサーティブな考

え方を用いて実践的に練習する。

アサーティブな考え方のポイント

を押さえ、その際に大切なことを

導き出す。 

・アサーティブな

考え方と、そう

でない考え方の

違いを理解して

いる。 

・アサーション

に つ い て 学

び、適切な活

用を試みてい

る。 

・バウンダリー

の衝突につい

て考え、他者

理解と自己理

解を通して、

よりよく社会

生活、学校生

活を送るため

の行動を考え

ている。 

・アサーティブな

考え方に基づい

て、他者の立場

を尊重して考え

よ う と し て い

る。 

 

  ク ホームルーム活動２「バウンダリーを守るためのコミュニケーションスキル『アサーション』を 

身に付ける」について 

     

   (ｱ) 議題「他者とのコミュニケーション事例を基に、アサーティブな考え方を用いて自分のバウン

ダリーを守り、他者のバウンダリーを尊重するためのコミュニケーションについて考える。」 

(ｲ) 本時における目指す生徒の姿 

     ・アサーティブな考え方と、そうでない考え方の違いを理解している。 

     ・アサーションについて学び、適切な活用を試みている。また、バウンダリーの衝突について 

考え、どのように自分を大切にしていくことが社会的なのかを考えている。 

     ・アサーティブな考え方に基づいて、他者の立場を尊重して考えようとしている。 

   (ｳ) 本時の展開(ホームルーム活動２) 

「アサーションを身に付けよう」 

 生徒の活動 目指す生徒の姿 

導入 

(３分) 

〇バウンダリーの概念について復習す

る。 

〇前時の学習内容が身に付いているかの確認を

し、日常生活に生きていたかを考えている。 

展開１ 

(５分) 

〇アサーションについて学ぶ。 

自身のコミュニケーションのタイプに

ついて考える。 

〇アサーションについての学習を自分ごととして

捉え、よりよい生活のために前向きに取り組ん

でいる。 

展開２ 

(10分) 

〇コミュニケーションの簡単な場面例か

ら、三つの基本的なアサーションを学

ぶ。それぞれの場面について４～５人

のグループで考える。(10分) 

a.「私メッセージ」 

b.「気持ち」を伝える 

c.「肯定的な言葉」で終える 

 

〇前時の学習内容を意識した上で、 

・アサーティブな考え方と、そうでない考え方

の違いを理解している。【知識・技能】 

・アサーションについて学び、適切な活用を試

みている。【思考・判断・表現】 

〇新たな意見や視点を自分に取り入れようとする

など、自分のバウンダリーを大切にし、他者の

バウンダリーを尊重する姿勢を重んじようとし

ている。【主体的に学習に取り組む態度】 
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展開３

(30分) 

〇人間関係の悩みに関して二つの具体的な 

場面例(図２)から、アサーティブな行動

について考える。(25分) 

〇Google フォームを用いて全体共有。(５

分) 

〇バウンダリーの衝突について考え、他者理解と

自己理解を通して、よりよく社会生活、学校生

活を送るための行動を考えている。【思考・判

断・表現】 

〇新たな意見や視点を自分に取り入れようとする

など、自分のバウンダリーを大切にし、他者の

バウンダリーを尊重する姿勢を重んじようとし

ている。【主体的に学習に取り組む態度】 

終末 

(２分) 

〇本時の振り返りを行う。 

 事後アンケートに回答する。 

 

 

 

〇学習内容を振り返り、自身の生活に活用できそ

うな点を見いだす。 

                         研究実施校：神奈川県立新羽高等学校(全日制) 

実 施 日：令和６年10月11日(金) 

授業担当者：袖本 風馬 教諭 

 

図２ 展開３で用いる二つの具体的な場面例 

       

  ケ  補足 

     本時の展開の基本的なルールは、次のとおりとする。 

       １．相手の意見を否定しない。(他者を思いやる) 

       ２．相手の気持ちを考え、相手の意見の背景を理解する。 

       ３．個々のバウンダリーは恒常的なものではなく、時と場合によって変化してもよいもの 

         と認識した上で相手の話を聞く。(この人はこういう人だと決めつけない) 

       ４．アサーティブな考え方を強く意識し、自分の気持ちや考えを適切に伝えようとする。 

          

  コ  評価補助簿について 

     評価については、補助簿などを作成し個別に評価していく。次の表２は補助簿の例であり、学 

年共通で用いることを想定している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

場面例１ 場面例２ 
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表２ 「バウンダリー(境界線)について考える」における補助簿の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サ まとめ(解説として) 

本研究は、昨年度行った内容と同じテーマではあるが、昨年度は学年全体に対して講話を行う形

であったのに対して、今年度は「組織的な授業改善」という研究主題を踏まえ、１学年各クラスの

ＨＲ担任が各教室にて同時に授業を行う形を試みた。各担任が実際に授業をすることで、より組織

的・実践的な授業改善が期待できると考えた。なお、本研究では１学年で実践し、校務分掌に付随

する「いのちの授業」の一環として実施した。 

本校の生徒の状況として、夏季休業を経験し、文化祭という大きな学校行事を終えた中で、さま

ざまなコミュニケーションの壁に直面していると思われることから、10月に実施時期を設定するこ

とで、ＳＳＥをより自分事として捉えることができ、本研究がより効果的に作用するだろうと期待

した。 

高校生という多感な時期において、コミュニケーションスキルを高めることは、柔軟さや受容力

を高める上で必要性の高い活動であると考えた。本研究の目的は、ＳＳＥプログラムを実践するこ

とで、自分のバウンダリーを守るために有効なコミュニケーションスキル(アサーション)を知り、

人間関係や社会生活において課題を感じた時に活用できることである。特に、相手(他者)からの働

きかけにより自分のバウンダリーを保つことに困難を感じ、精神的ストレスを感じつつも対処法が

分からない生徒への一つのアプローチとして有効であると考える。授業者に対しては「人間関係に

係る諸問題をなくすための手立て」ではなく、諸問題が発生したときに「どのように向き合うか」

という点に焦点を当てた考え方を基にしているということを周知した上で実践してもらった。ただ

し、バウンダリーの考え方やアサーションはアプローチの一つであるため、授業の中で生徒と対話

をする際にこれらの考え方だけに固執せずに生徒の思いや考えに寄り添うことを指導上の留意点と

した。 

第１回ＳＳＥでは、本校での認知度が比較的低い概念であるバウンダリーについて触れることで、

生徒の自己決定力の育成と、他者理解への積極的寛容力、及び自己を許容する力を身に付けること

をねらいとし、授業では積極的にバウンダリーについて問いかける時間を設けた。また、受容力を

高めるための授業であるため、「断定的に他者のバウンダリーの良し悪しを決めることは望ましく

ない」などバウンダリーを考える際に留意しなければならない点を生徒と共有した。 

第２回ＳＳＥで行うアサーション実践では、高校生に起こりうる場面を２つ設定し、実際に自分

がその立場にあった場合どのようにアサーティブな考え方・行動をとるか考えた。しかし、直前に

出
席
番
号 

目指す生

徒の姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名前 

ホームルーム活動１ ホームルーム活動２ 
メモ 

知技 態度 知技 思判表 態度 

バ
ウ
ン
ダ
リ
ー
の
考
え
方
を
理
解
し
、
自
分
の
バ

ウ
ン
ダ
リ
ー
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
。 

自
分
の
バ
ウ
ン
ダ
リ
ー
は
自
分
で
決
め
て
よ
い
こ

と
を
理
解
し
た
上
で
、
線
引
き
を
し
よ
う
と
し
て

い
る
。 

ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
な
考
え
方
と
、
そ
う
で
な
い
考
え

方
の
違
い
を
理
解
し
て
い
る
。 

ア
サ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
学
び
、
適
切
な
活
用
を

試
み
て
い
る
。
ま
た
、
バ
ウ
ン
ダ
リ
ー
の
衝
突
に

つ
い
て
考
え
、
ど
の
よ
う
に
自
分
を
大
切
に
し
て

い
く
こ
と
が
社
会
的
な
の
か
を
考
え
て
い
る
。 

ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
な
考
え
方
に
基
づ
い
て
、
他
者
の

立
場
を
尊
重
し
て
、
考
え
よ
う
と
し
て
い
る
。 

1 A             

2 B             

3 C             
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行ったアサーティブトレーニングの際にできていたことが、この活動内においては非常に再現度が

低く、生徒からは「アルバイトをやめる」「友達をやめる」「距離を置く」「帰る」等の短絡的な

回答が目立った。場面設定の難易度の高さや、設定時間の短さが原因と考えられるが、教職員向け

アンケートから「個人で考える時間を増やし、自分の考えとして落とし込んでからのすり合わせ活

動が有効ではないか」とあったことからも班活動の時間にこだわらず、時数設定を増やしてでも個

人作業の時間を確保することを考えてもよいだろう。 

授業のマニュアル化を進め、毎年１学年を担任する教師が滞りなく授業を実践できるように教師 

用ハンドアウトにタイムスケジュールを掲載し、それぞれのスライドのねらいを視覚的に理解でき

るようメモ書きを残すなどの工夫をした。加えて、昨年度の授業動画やスライドを用いて研修会を

行い、授業の具体的なイメージを持てるようにした。また、スライドやハンドアウトに関しては担

当する教師が自由に手を加えることができるよう編集の余地を残し、Google Classroomを用いて教

材データを共有することで教材をより「自分のもの」として扱ってもらえるよう工夫をした。この

点は各担当者から好評であった。 

また、昨年度に引き続き、今年度も事後アンケート(全３回)を行ったところ、第１回、第２回と

もに「授業で学んだ内容を生活の中で活用する機会があった」と答えた生徒が６割を超えているこ

とから、継続的な需要があることが分かった。そのことを踏まえ、昨年度からの変更点として、単

発的な催しではなく、学年行事として毎年行えるよう準備をすすめた。令和７年度の１学年でも継

続的に実施していくつもりである。 

 

 

４ まとめ 

  本研究にて報告した２校の公開研究授業では、共に担当した各学年の担任教諭の協力により円滑な公 

開研究授業の進行となったことから、一部の担当者だけでなく学年単位、学校単位と組織的に取り組む 

ことの重要性を本部門としては再認識した。また、昨年度と同じテーマを継続して扱うに当たって、柏 

陽高等学校については、同一学年において昨年度学習した内容から発展させることで、生徒の２年間の 

変容を見ることができた。同校の授業研究の今後の課題としては、１年生からの長期的な指導計画を立 

てることである。新羽高等学校については、推進委員が昨年度行った授業研究を第１学年の担任に託す 

ことで取組が広まり、より組織的な校内授業研究となった。 

特別活動は教科等の学びの基盤であるため、特別活動の授業改善を進めることで、教師の教科等の指 

導力の向上にもつながると、本部門は考えている。本研究事例を参考に、教師の担任及び教科担当者と

しての技量向上につなげていただくと共に、各学校で一丸となって生徒に身に付けさせたい力や実態を

踏まえたカリキュラム・マネジメントに努めていただけると幸甚である。 

 

【引用文献】 

・文部科学省2018『高等学校学習指導要領(平成30年告示)解説特別活動編』 

【参考文献】 

・ヘンリー・クラウド／ジョン・タウンゼント『境界線(バウンダリーズ)』地引網出版、2004年 

・フクチマミ『おうち性教育はじめます 思春期と家族編』Kadokawa、2022年 

・平木典子『改訂版 アサーション・トレーニング―さわやかな<自己表現>のために』金子書房、2009年 

・特定非営利活動法人 アサーティブジャパン 

(https://www.assertive.org/communication/4types/ 2024年12月４日取得) 
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道 徳 教 育 

１ 研究テーマ 

(1) 研究テーマ

自己肯定感を高めるための授業実践

(2) 研究のねらい

教科の授業において、特定の教科や単元に縛られることなく、心理的安全性を確保した授業のデザイン

を検討し、生徒の自己肯定感が高められるかを検証することにより、自己肯定感を高めるための授業のあ

り方を明らかにする。 

検証の方法として、二つの学校において、特定の教科の１単元を通して心理的安全性の確保を意識した

授業を行い、自己肯定感に関するアンケートを実践の前と後で２回とり、アンケートの結果を比較分析し

た。 

(3) 背景

高等学校における道徳教育は、小・中学校と異なり道徳科が設けられていないことからも、学校の教育

活動全体を通じて行うことが求められている。しかしながら、授業内で実際にどういった取組が可能なの

かについては、手探りの教員が多いのではないだろうか。その手がかりとして、『高等学校における道徳

教育の充実に向けて』（独立行政法人教職員支援機構）においては、「チョイ足しによる道徳教育の推進」

といった提言がなされ、日頃の教育活動の中に道徳的な側面を付加することが期待されている。 

『高等学校学習指導要領(平成30年告示)解説総則編』には、「道徳教育は，教育基本法及び学校教育法

に定められた教育の根本精神に基づき，生徒が自己探求と自己実現に努め国家・社会の一員としての自覚

に基づき行為しうる発達の段階にあることを考慮し，人間としての在り方生き方を考え，主体的な判断の

下に行動し，自立した人間として他者と共によりよく生きるための基盤となる道徳性を養うことを目標と

する」(文部科学省 2018)と示されている。特に、「主体的な判断の下に行動する」ことと「自立した人

間として他者と共によりよく生きる」ことについては、旧学習指導要領（平成21年告示）に比べ、複雑で

予測困難な時代の到来に合わせた目標となっている。 

では、主体的な判断や自立のためにはどのようなことが必要だろうか。VUCAと呼ばれる不確実性の高い

時代において、活躍し続ける人材の育成のために経済産業省は「人生100年時代の社会人基礎力」（2018）

を掲げた。その中では、中等教育段階において、自分のよさや可能性を認識することの重要性が訴えられ

ている。これは、多くの若者が自分の可能性に蓋をしてしまう現状の裏返しと捉えることができる。こど

も家庭庁の「我が国と諸外国のこどもと若者の意識に関する調査」（2023）でも、「自分自身に満足して

いる」という質問に「そう思わない」と回答した若者の割合が17.2％と、諸外国と比較しても高い値とな

っている。こうした自分のよさを認識できていない状況や自分自身に満足できていない状況は、自己肯定

感の低さからくるものであると考える。そして、自身を肯定的に捉えられていなければ、真に主体的な判

断をすることは難しいのでないだろうか。つまり、自己肯定感の低い生徒に注目しないままでは、高等学

校における道徳教育の目標は実現しえないと考えたわけである。そこで、我々は、「主体的な判断の下に

行動する」といった道徳の目標達成の方策の一つとして、生徒の自己肯定感を高めることに焦点を当てた。 

自己肯定感を高める方法として文部科学省は、他者との協働のなかで、自分の役割を果たすとともに、

子供たちが目標を実現した際に、周りの大人が認めるという一連の取組が継続的に行われることが重要で

あるという示唆を有識者から得ている（出典：資料3-2 自己肯定感を高め、自らの手で未来を切り拓く

子どもを育む教育の実現に向けた、学校、家庭、地域の教育力の向上｜文部科学省）。また、こども家庭

庁の「我が国と諸外国のこどもと若者の意識に関する調査」（2023年度）の自己認識に関わる調査では、

「自分の考えをはっきりと相手に伝えることができる」や「うまくいくかわからないことにも意欲的に取

り組む」といった質問項目も諸外国と比べて低い数値となっている。そこで、自己肯定感を高める工夫と

して、授業内の心理的安全性の確保に着目した。心理的安全性が確保された状態であれば、自分の考えを

他者と共有することや、新たなことに意欲的に取り組むことが促進されることは、Googleの４年間にわた

る実証実験「プロジェクト・アリストテレス」でも示されている（出典：re:Work - The five keys to a 
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successful Google team）。 

今回の授業実践は、「心理的安全性を確保した授業を一定期間実践することで、生徒の自己肯定感を高

められる」という仮説のもと実施した。心理的安全性の確保のための具体的な手法として、❶「聴き手に

フォーカスしたルールの徹底」と❷「教員による肯定的な声掛け」の二つを同時に実践し、これらの手法

の効果及び汎用性を検証するために、前述の❶と❷ を意識した授業を二つの学校の異なる教科で、１単元

を通して行った。実施した２校において、実践の前後（単元を始める前と単元が終わった後）でアンケー

トを取り、自己肯定感の変化を分析することで、本実践が自己肯定感の向上に寄与するかを調査した。 

なお、自己肯定感の評価に関しては、ローゼンバーグ自尊感情尺度の10項目に、ほめ写プロジェクトの

自己肯定感チェックシートの３項目を加えた13項目からなるアンケートを用いた。ローゼンバーグ自尊感

情尺度は、国内外で広く用いられているもので、本研究の客観性を担保できると考える。また、ほめ写プ

ロジェクトの３項目については、教科の授業で想定される場面に対応した質問項目を抜粋し、授業での取

り組みが生徒にどのような影響を与えるかを見とることのできる内容であると判断した。 

 

２ 指導事例 

 

以下に二つの授業実践を紹介するが、本研究の趣旨に照らし合わせ、各学校での心理的安全性の確保の

ための取組と本時の学習指導案を掲載する。また、二つの実践例に共通する事項を(1)に示す。 

(1) 心理的安全性を確保した授業づくりのための方針 

❶聴き手にフォーカスしたルールの徹底 

１．聴き手にフォーカスしたルールを設定する。 

２．対話学習に入る前にルールを確認する。 

３．ルールは視覚化して掲示する。 

❷教員による肯定的な声掛け 

他者の意見を受容する聞き方が見とれたらクラス全体に共有する。 

 (2) 授業実践例１ 寒川高等学校 

①寒川高等学校における心理的安全性を確保するための「グループ活動におけるルール」 

１．自信を持って発表発言をする（そのための事前準備） 

２．何を言っても良いが、問いかけるような会話をする 

３．聴き手は傾聴する（笑顔で頷き、相手を見る） 

４．どんな意見に対しても聴き手の人が+（プラス）のリアクションをとる。 

  ②教科・科目名：地理歴史科・「歴史総合」 

  ③単元：近代国家への歩みと大日本帝国憲法 

  ④単元の指導と評価の計画（８時間目/11時間） 

 

時間 学習活動及び指導上の留意点 評価規準（評価方法） 道徳的観点と留意する事項 

10

分 

号令 

ペアワーク・グループワークの活動について確認

する。 

○導入 

・写真から五日市憲法草案が発見された時の事を

想像する。 

【前時間の復習】 前時間について、復習する。

[ペアワーク] 

① 五日市憲法草案について 

② 五日市憲法草案の基礎情報について 

【本時の目標】を提示 五日市憲法草案を読み取

り、明治時代の国民にとって 

最良な憲法とは何だったのかを考察する。 
 

【心理的安全性】 

〇自信を持って発表・発言がで

きるような声掛けと事前準備 

〇傾聴（笑顔、頷き） 

〇プラスのリアクション 

・肯定的、共感性、前向き、質

問 

【留意する事項】 

〇他者の意見を受容する聞き方

（行動・言動）を見とれたら、

クラス全体に共有する。 
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30分 

○展開①［グループワーク①］ 

・【問】を提示 五日市憲法草案はどうやって作

成されたのか？ 

・ワークシートに自分の意見を記入する。 

・ワークシートに意見を記入後、FigJamに入力す

る。 

・Figjamに記入した意見で、自分と同じ意見や自

分にない視点の意見にスタンプを押す。（時間に

余裕がある生徒） 

・FigJamに入力された意見をグループで共有す

る。 

・グループで意見を共有後、グループの意見を決

定し、発表する。 

・解説について確認する。 

・教師の補足説明について確認する。 

〇単元での課題プリント 

【思考判断表現】 

五日市憲法草案について、大日本帝

国憲法制定の過程や現在の日本国憲

法との関わりに着目し、問いに対

し、多面的・多角的に考察し、表現

している。 

●FigJam 

【思考判断・表現】 

五日市憲法草案の内容について、自

分自身の考えを表現しているかFig 

Jamの記述から評価する。 

【心理的安全性】 

〇自信を持って発表・発言がで

きるような声掛けと事前準備 

〇傾聴（笑顔、頷き） 

〇プラスのリアクション 

・肯定的、共感性、前向き、質

問 

【留意する事項】 

〇他者の意見を受容する聞き方

（行動・言動）を見とれたら、

クラス全体に共有する。 

10

分 

〇本時のまとめ［個人ワーク］ 

【問】を提示 五日市の村民が理想とした憲法

は？ 

・ワークシートに意見を記入後、FigJamに入力

する。 

・Figjamに記入した意見で、自分と同じ意見や

自分にない視点の意見にスタンプを押す。（時間

に余裕がある生徒） 

〇次回の授業に向けて、問いを確認する。  

〇単元での課題プリント 

【思考・判断・表現】 

五日市憲法草案について、大日本帝

国憲法制定の過程や現在の日本国憲

法との関わりに着目し、問いに対

し、多面的・多角的に考察し、表現

している。 

●FigJam 

【思考・判断・表現】 

五日市憲法草案の内容について、自

分自身の考えを表現しているか Fig 

Jamの記述から評価する。 

【心理的安全性】 

〇自信を持って発表・発言がで

きるような声掛けと事前準備 

〇傾聴（笑顔、頷き） 

〇プラスのリアクション 

・肯定的、共感性、前向き、質

問【留意する事項】 

〇他者の意見を受容する聞き方

（行動・言動）を見とれたら、

クラス全体に共有する。 

研究実施校：神奈川県立寒川高等学校(全日制) 

実 施 日：令和６年10月23日(水) 

授業担当者：井上 渉 教諭 

(3) 授業実践例２ 藤沢総合高等学校 

①藤沢総合高等学校における心理的安全性を確保するための 

１．自分の意見に自信を持とう 

２．相手を見てうなずきながら話を聞こう 

３．相手を肯定、尊重し続けよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 授業で提示されたスライド「グループ活動におけるルール」 

 

  ②教科・科目名：国語科・言語文化 

  ③単元：文学作品に表れているものの見方、感じ方、考え方を捉えて、内容を解釈しよう。 
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  ④本時の評価計画（３時間目/８時間） 

時間 学習活動及び指導上の留意点 評価規準（評価方法） 道徳的観点と留意事項 

5分 

〇前時の振り返りをする 

〇本時の流れを説明する 

・グループ内での役割を確認する(司会、書記、発

表) 

・グループ内で自分の意見を共有し、発表までを

行うことを伝える 

〇グループ活動の留意点を伝える 

①自分の意見に自信を持とう 

②相手を見てうなずきながら話しを聞こう 

③相手を肯定、尊重し続けよう 

【思考・判断・表現】 

作品の内容を解釈することを通し

て、自らの考えを表現している 

（ワークシート） 

【心理的安全性】 

・グループ活動における注意点

を全体で共有し、教室内でお互

いを尊重するような雰囲気づく

りをする 

【留意する事項】 

○他者の意見を受容する聞き方

（行動・言動）を見とれたら、

クラス全体に共有する 

10

分 

〇「～という物語である」をグループ内で共有す

る 

・１分を目安にそれぞれがグループ内で発表、共

有する 

【グループ活動の留意点】 

①自分の意見に自信を持とう 

②相手を見てうなずきながら話を聞こう 

③相手を肯定、尊重し続けよう 

【思考・判断・表現】 

本文の内容を解釈することを通し

て、自らの考えを表現している 

（ワークシート） 

【主体的に学習に取り組む態度】 

自らの考えを、言葉を通して伝え

ようとしている（行動の観察） 

【心理的安全性】 

・自信を持って発言できるよう

な心構えと雰囲気づくりをする 

・相手を肯定、尊重しながら話

を聞く 

【留意する事項】 

○他者の意見を受容する聞き方

（行動・言動）を見とれたら、

クラス全体に共有する 

20

分 

〇グループ内で出た意見をまとめる 

・各グループで「羅生門は～という物語である」

について検討する 

・司会は話合いが活発になるように進行をし、多

くの意見が出るようにする 

・書記は発表に向けて Googleスライドの作成を行

う 

・発表担当は発表に向けて内容を整理する 

・補助資料として Googleの「Gemini」を使用して

情報を得ても良い 

【思考・判断・表現】 

自らの考えを基に他者と作品の内

容について論じたり、討論したり

している 

（行動の観察） 

【思考・判断・表現】 

作品の内容について論じたり、討

論したりしたことを分かりやすく

まとめている（Googleスライド） 

【心理的安全性】 

・自信を持って発言できるよう

な心構えと雰囲気づくりをする 

・相手を肯定、尊重しながら話

を聞く 

【留意する事項】 

○他者の意見を受容する聞き方

（行動・言動）を見とれたら、

クラス全体に共有する 

15

分 

〇グループごとに全体に向けて発表を行う 

・Googleスライドを用いて発表する 

・発表する側、聞く側に対しての留意点を伝える 

①自分の意見に自信を持とう 

②相手を見てうなずきながら話を聞こう 

【主体的に学習に取り組む態度】 

グループでの意見を他者に分かり

やすく伝えようとしている 

（行動の観察） 

【心理的安全性】 

・自信を持って発言できるよう

な心構えと雰囲気づくりをする 

・相手を肯定、尊重しながら話

しを聞く 

【留意する事項】 

○他者の意見を受容する聞き方

（行動・言動）を見とれたら、

クラス全体に共有する 

5分 

〇本時のまとめ 

・作品の内容や価値について自ら考えることの重

要性を伝える 

【主体的に学習に取り組む態度】 

作品の内容を解釈することを通し

て、自らの考えを表現しようとし

ている（ワークシート） 

 

研究実施校：神奈川県立藤沢総合高等学校(全日制) 

実 施 日：令和６年11月１日(金) 

授業担当者：松嶋 洸希 教諭 
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３ アンケートの質問項目 

 

【表１】 

質問項目 
強く 

そう思う 
そう思う 

そう 

思わない 

強くそう 

思わない 

① 自分自身に大体満足している ４ ３ ２ １ 

② 時々、自分はまったくダメだと思うことがある １ ２ ３ ４ 

③ 自分には、けっこう長所があると感じている ４ ３ ２ １ 

④ 自分は、他の大半の人と同じくらいに物事がこなせる ４ ３ ２ １ 

⑤ 自分には、誇れるものが大してないと感じる １ ２ ３ ４ 

⑥ 時々、自分は役に立たないと強く感じることがある １ ２ ３ ４ 

⑦ 自分は少なくとも他の人と同じくらい価値のある人間だと感じる ４ ３ ２ １ 

⑧ 自分のことをもう少し尊敬できたらいいと思う １ ２ ３ ４ 

⑨ よく、自分が落ちこぼれだと思ってしまう １ ２ ３ ４ 

⑩ 自分のことを前向きに考えている ４ ３ ２ １ 

⑪ 難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦する     

⑫ 友達の前で、自分の考えや意見を発表することは得意である     

⑬ 自分は、色々といい考えが思いつく     

①～⑩は、ローゼンバーグ自尊感情尺度の質問項目であり、日本版RSESを参考にそれぞれ１～４点の数

値に換算した。なお、点数が高いほど自己肯定感が高いと評価される。また、データの信頼性を高めるた

めに、半分は得点の配置が逆転している。それぞれの項目の平均値と①～⑩の項目の合計点及び回答別の

割合を分析した。⑪～⑬は、ほめ写プロジェクトの自己肯定感チェックシートから抜粋した項目であり、

これらについては回答別の割合のみを分析した。 
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４ アンケート結果 

 

前 後 前後差 前 後 前後差 前 後 前後差

2.58 2.64 +0.06 2.43 2.51 +0.09 2.75 2.78 +0.03

2.16 2.19 +0.03 1.91 2.03 +0.11 2.44 2.38 -0.06

2.49 2.49 0.00 2.34 2.34 0.00 2.66 2.66 0.00

2.49 2.63 +0.13 2.31 2.40 +0.09 2.69 2.88 +0.19

2.36 2.33 -0.03 2.17 2.23 +0.06 2.56 2.44 -0.13

2.24 2.37 +0.13 2.06 2.23 +0.17 2.44 2.53 +0.09

2.69 2.72 +0.03 2.51 2.54 +0.03 2.88 2.91 +0.03

2.15 2.22 +0.07 2.29 2.14 -0.14 2.00 2.31 +0.31

2.58 2.54 -0.04 2.46 2.20 -0.26 2.72 2.91 +0.19

2.75 2.78 +0.03 2.49 2.46 -0.03 3.03 3.13 +0.09

24.49 24.91 +0.42 22.97 23.09 +0.11 26.16 26.91 +0.75

前 後 前 後 前 後

14 13 9 10 5 3

44 44 26 23 18 21

9 10 0 2 9 8

前後差 -8 -7 -6 -5 -4 -3 -2 -1 0 +1 +2 +3 +4 +5 +6 +7 +8

人数 1 0 1 0 3 4 4 10 15 10 9 1 1 4 1 1 2

合計 15

強く
そう思う

そう思う
そう

思わない
強くそう
思わない

強く
そう思う

そう思う
そう

思わない
強くそう
思わない

10.4% 43.3% 40.3% 6.0% 10.4% 46.3% 40.3% ↓3.0%

6.0% 43.3% 44.8% 6.0% ↑9.0% 35.8% 50.7% ↓4.5%

4.5% 46.3% 43.3% 6.0% ↑9.0% 47.8% 40.3% ↓3.0%

9.0% 58.2% 25.4% 7.5% ↑13.4% 49.3% 32.8% ↓4.5%

17.9% 43.3% 34.3% 4.5% 16.4% 46.3% 35.8% ↓1.5%

6.0% 20.9% 56.7% 16.4% ↓1.5% 31.3% 52.2% 14.9%

9.0% 31.3% 46.3% 13.4% ↓6.0% 31.3% 52.2% 10.4%

9.0% 22.4% 52.2% 16.4% ↓7.5% 29.9% 55.2% 7.5%

6.0% 20.9% 55.2% 17.9% 6.0% 28.4% 47.8% 17.9%

11.9% 40.3% 41.8% 6.0% 11.9% 38.8% 40.3% ↑9.0%

強く
そう思う

そう思う
そう

思わない
強くそう
思わない

強く
そう思う

そう思う
そう

思わない
強くそう
思わない

7.5% 41.8% 40.3% 10.4% ↑9.0% ↑47.8% ↓35.8% ↓7.5%

14.9% 34.3% 35.8% 14.9% ↓7.5% ↑37.3% ↑40.3% 14.9%

9.0% 28.4% 53.7% 9.0% ↓4.5% ↑35.8% ↓50.7% 9.0%

道徳アンケート結果まとめ

質問１～10（ローゼンバーグ自尊感情尺度より）

【表２】平均値推移

平均値推移
全体 寒川 藤沢総合

〈67名〉 〈35名〉 〈32名〉

⑧ 自分のことをもう少し尊敬できたらいいと思う

① 自分自身に大体満足している

② 時々、自分はまったくダメだと思うことがある

③ 自分には、けっこう長所があると感じている

④ 自分は、他の大半の人と同じくらいに物事がこなせる

⑤ 自分には、誇れるものが大してないと感じる

⑥ 時々、自分は役に立たないと強く感じることがある

⑦ 自分は少なくとも他の人と同じくらい価値のある人間だと感じる

合計点数 前後差別回答数

⑨ よく、自分が落ちこぼれだと思ってしまう

⑩ 自分のことを前向きに考えている

合計

【表３】合計点数別回答数

合計点数別回答数
全体 寒川 藤沢総合

〈67名〉 〈35名〉 〈32名〉

・20点以下（自己肯定感：低め）

・21～29点（25点前後が日本平均）

・30点以上（自己肯定感：高め）

【表４】合計点数 前後差別回答数

23 29

【表５】回答数割合（ローゼンバーグ）

回答別割合
前 後

⑥ 時々、自分は役に立たないと強く感じることがある

Ｑ１,３,４,７,10 「強くそう思う」が増え↑、「強くそう思わない」が減る↓と◎

① 自分自身に大体満足している

③ 自分には、けっこう長所があると感じている

④ 自分は、他の大半の人と同じくらいに物事がこなせる

⑦ 自分は少なくとも他の人と同じくらい価値のある人間だと感じる

⑩ 自分のことを前向きに考えている

Ｑ２,５,６,８,９ 「強くそう思う」が減り↓、「強くそう思わない」が増える↑と◎

② 時々、自分はまったくダメだと思うことがある

⑤ 自分には、誇れるものが大してないと感じる

⑪ 難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦する

⑫ 友達の前で、自分の考えや意見を発表することは得意である

⑬ 自分は、色々といい考えが思いつく

⑧ 自分のことをもう少し尊敬できたらいいと思う

⑨ よく、自分が落ちこぼれだと思ってしまう

質問11～13（ほめ写プロジェクト自己肯定感チェックシートより抜粋）

【表６】回答数割合（ほめ写プロジェクト）

回答別割合

前 後

「強くそう思う」「そう思う」が増え↑、「そう思わない」「強くそう思わない」が減る↓と◎
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５ 考察と課題 

【表２】の平均値推移を見ると、７項目において上昇が見られた。特に、④（自分は、他の大半の人と

同じくらいに物事がこなせる）と⑥（時々、自分は役に立たないと強く感じることがある）は大きく数値

を伸ばしている。心理的安全性の確保により、グループワークや発表に前向きに取り組むことができた成

果だと考えられる。また、合計点数別回答数と合計点数前後差回答数については、若干の上昇が見られた。 

次に、【表５】の回答別割合を見ると、①③④⑦⑩の全ての項目において、「強くそう思わない」の割

合が減少し、②⑤⑥においては、「強くそう思う」が減少した。これらの結果はどれも、特段ネガティブ

（１点）だった回答者が減少したことを意味する。このことから、今回の実践は、自己肯定感が特に低い

生徒に対して有効であることが示されたといえるだろう。また、１単元という短い期間の取組でその変化

が示されたことから、即効性のある手法であったともいえる。 

【表６】について、⑫（友達の前で、自分の考えや意見を発表することは得意である）と⑬（自分は、

色々といい考えが思いつく）については、ネガティブな生徒が増加している一方で、⑪についてはポジテ

ィブな生徒が増加している。これらのことから、発表の場やグループワークの場が設けられ、自分の意見

をしっかりと聴いてもらえる環境が整った状態で、挑戦する機会が増えた結果、自身の課題を自覚するに

至ったと考えられる。こうした過程は、生徒の主体性を育むうえでとても重要であり、道徳の掲げる目標

の達成に貢献しうる変化であると捉えることができる。 

以上がアンケート結果の分析から示されたことだが、実際の授業の雰囲気についても共通して次のよう

な事象が見られた。二つの実践とも生徒の聴き手としてのよい取組を教師が全体に共有することで、聴き

手の意識だけでなく、話し手の声が大きくなるなど、聴き手と話し手の間で好循環が生まれていた点であ

る。これは多くの授業観察者が注目した点であった。 

今回の実践は、「チョイ足しによる道徳教育の推進」を意識し、❶「聴き手にフォーカスしたルールの徹

底」と❷「教師による肯定的な声掛け」という全ての教科・単元で実施可能な手法を取り入れることに成功

した。若者の自己肯定感の低さが学校での教育活動の影響も少なからずあることを鑑みると、改めて教師側

の意識や働きかけ次第で、生徒の自己肯定感ひいては主体性や自立心を育むことにつながることを認識させ

られたように思う。 

最後に、今回の実践では、自己肯定感の低い生徒への効果は見られたが、ある程度自己肯定感の高い生

徒に対しては明確な上昇は見られなかった。そうした生徒たちにとっては、❶「聴き手にフォーカスした

ルールの徹底」で得られる心理的安全性の確保よりも、例えば、ジグソー法の活用により、達成感や責任

感をより高めていくなどの手法が適している可能性もあり、さらに研究を進める必要がある。また、❷

「教員による肯定的な声掛け」も答えが一つでない問いに対する取組であれば実践しやすいが、答えが一

つに決まるような問いの場合、その実践が難しい局面も存在することが課題として挙げられた。教科のね

らいを達成しつつ、道徳的な要素を付加していくことの難しさを再認識させられたように思う。しかしな

がら、特定の取組を一定期間継続し、取り組みの前後でアンケートを実施して、その効果の検証を行うと

いう今回の実践モデルは、今後の様々な研究においても応用可能な方向性を示せたといえるだろう。 
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中澤　清和 瀧澤　真弓 坂本　和啓 山下　真義 西川　陽平 比良　剛

遠藤　真二 髙橋　礼之助 飯島　和子 高橋　晋太郎 宮田　一宏 岡野　裕子

西澤 宗一郎 田中　秀樹 大里　有哉

　　保健体育課

萩原　正博

　　行政課

林　正直 那須野　教恵

　　総合教育センター

宇薄　仁 潮田　央 田中　春彦 杉野　文弘 古屋　広大 小林　純
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伊藤　謙二 池田　知子 岡田　絵美子 海野　健介

助言者

　　県立相模原高等学校

木村　則夫

県立高校改革に基づく「総合的な探究の時間」指定校の取組を研究集録に反映させる。研究推進委員は選出しない。
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